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フヽィリピン共和国の西部ルノン島とポルネオとの間に位置する南北 450、

h、 幅は 1番広いところで 50hと ぃうパラワン島はフィリピン群島内第 4

位の大島である。面積 11,790]争ス人口約 15万人であり南部に回教徒のモ

ロ:嗅、中部にタグパヌア族、パラワノス、中北部にパタク族、北部にビサヤ

族が住み人種的にも、文化的にも著して多彩である。我々が調査対象とした

パタク族はネグリー トに属すると言われ、その身体的特徴は、皮膚は黒掲色

で、背の丈は平均 150翻 前後で、髪はちぢれてかり、頭は丸い。山中で原

始狩猟採集及び焼畑農業をおこなつてぃる。都市部と離れている事はもちろ

んだが、そのかとなしい性質から彼 らは新しい文化の影響をあまり
'け
ず、

文化的社会的に弧立している状態である。彼等は
パラフン島中東部、パラフ

ン州の州都、プエルト●プリンセサから北東に 60聰ないし'0血
はなれた

所に住んでおり、海岸から3～ 10L山 中に入ったところに畑をつくつてい

る。

1966年 8月 に約 5週間、私たち横浜市立大学第二次パラフソ島調査隊

五名はこのパタク族を中心 として、民族調査をおこない、同時に彼等の生活

の場における生物相についても調査をおこなつた。私達はこの調査を通 して

彼等の生活や文化や社会組織等を明らかにし、資料として提供すると共に、

彼等の将来の問題 として急激に変化 しつつある環境に対していかに効果的に

適応 してゆけるかという問題を考察することを目的とした。日本ではぁまり

考えられなぃことであるが、フィリピンでは約 30種以上の異った言葉を話

す、文化的、宗教的、社会的に異った民族が 3千 もの島に住んでおり、相互

間の交流も少なく、パタ族に関して言えば、彼等の名前も正確な人口もつか

・めてからず、 もちろん何 ら教育もなされてからず、税金を払わないことはも
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と よ り国有林 |の 中 で政府 の 保 護 を
■4
)こ け 焼 畑 を行・ つ て ヤヽ :る・よ う な 状態なの

か に し て こ り し た 相 違 を克服 し 国 家 と し て の 統 性 を 保 つ

い , つ は フ イ リ ピ ン 共和 国 に と つ て ι′強大 きな問 題 の つ とな

現 在、 フ イ リ ピ ン政府 で は 国 立 博物館 を 中 心 と し て 各民 族 の 社会 調

れ あ る 力S 数 も 少 な 最 も 原始的 な タ ク 族 に 関 し て は

うした問題に答たるのに十分な調査はなされていないё

私たちも又言葉の違い、専門的調査の訓練不足、毎い調査期間等か ら

満 足 る 調査 を す る こ と 力I 出来 な か
´
:) た こ とは 残 念 だ が 本 査

"I
更 に 多

の人 々によつて続け られ、発展 してい くことを期待 したぃ。私達はこの調査

が フィ リピン共和国 の国家建設にぃ ささか なりとも貢献 し、平和で友好的な

バタク族の今後のために役立つことを願つて止まない。

徴力な学生の集 まりであるこの調査隊がこれだけの成果を納めることがで

きましたのも、学内においては 松倉学長をは じめ とする諸先生方、三輪学

生課長、学友等々、学外にお きましては官代後援会長、宮代進交会会長、宇

野 進交会事務 局長、都立大学の鈴木二郎先生、村竹精一先生、菊地靖先生、

立教大学の馬淵東一先生、民俗学者の三好勝十氏等 々、枚挙に限 りない程多

〈の方々の御好意 と御指導によるものであり、

す。、

ここに深 〈感謝の意を表 しま

昭和 42年 5月
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第 ニ パ ラ フ ン 島 調 査 隊 行 動 日程

第二次パラフン島調査隊結成

第二次パラフン島調査隊、部会で正式承認さる

隊員一部変更、計画書完成

第 1回 シンポジウム

第 2回 ノンポジウム

第 5回 シンポジウム

計画書改正版完成

PaSS POrt申請完了

第 4回 シンポジウム

第 5回 ノンポジウム

探検部、探査会合同計画説明会

ビザの申請

InVitatiOn 110tter "Iく る。

より )

医療薬品完備

装 備 点 検

荷  造 _り

横 浜 出 発
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偵察隊の派遣

E■ ementary SCh00■ ,HO■y Trinity 00■ ■age lC)訪 F]

E■ emCEtary SCh00■ で資料調査

PtlertO Prinseε〕_→ San RaFae■ 着

通訳 の雇用

San Rafae■     → Tagn aya

Tagnaya       _→ San RafaO■               .

村長 より晩 さん会 に招待 さる

san Rafae■     ―→ Sumu rOd,

sunurO a        ―→ San Rafae■

san RafaO■      → Lipso

Lips。          ―→ San Rafae■

San Rafae‐ ,■      ―)Tagnaya(4ノ iゝi魂舞親`  1人 san iRafae■

にのこる )

Tagn aya        ―,San Rafae■  (合 流 )

Stt Rafa■       →  C ttaCuaSan ( 3人 移 動 )

ca■a∝凛 sa n    ―)san RafaO■  (合 流 )

san Rafa■       ―→ Pt■ ertO :Pr inc osa

E■ementary schoO■

Ho■y Trinity 00■■age ‐で送別
`:ギ
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隊 員 名 簿

合

鈴

出

井
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田 濤   隊  長 (商 学 部 3年 )

木 光   副 隊 長 、 庶 務 (文 理 学 部 3年 ) 一
●
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明

嵩

装  備 (文 理 学 部 6年 )

埜  邦 渉 外 、 会 計 (文 理 学 部 2年 )

藤 技 術 、 食 糧 (商 学 部 2年 )
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I バ ラフン島の概略

パラワン島はフィツピン共和国西南部、北緯 10度、東経 118度 付近

に位置し、長さ45.0畑巾は最広部で 5 0km、 最狭部で 1 0kmあ り、東北

か ら南西にのびる細長い島である。面積は 1179kグ で、そのほとんど

が森林 とな っている。地下資源には、水銀、マンガン、珪砂、石英、 クロ

ーム鉄鉱、鉄、などが発 見されてお り、また山地には豊富な木材があるが、

いづれ も開発の歴史は浅 く、今後に期待されている。山地が多く_8つ の

主要ピークがある。北か らI rian(2169f)Stripepeak(4860f)

Cleopat raneedle(5225f)Stavoly(3960f)Victoriapeak(

(5499f)Gantu rg(5o6of)Lttntalingaj an(6869f)Escarpado

plak(5471f)、 で ある。

気候は、 1月 から4月 が乾期、 5月 から8月 が雨期、 9月 から 12月 が

聞期 (雨期・ 乾期の区別のできない期間 )と なっているが、島の東部と西

部で多少異なり、西部ではこの雨期乾期の区別が明瞭であるのに対 し、東

部ではt両者の区別が少なく、年間を通して間期の様な状態である。気温

は雨期にはひくく、乾期には高くなるが、大差はなく、年平均気温は 50

℃位である。

南部は 18世紀までボルネオのサルタンの支配下にあったoま た南部に

はモロ族というイスラム教徒がわり、近海を荒しまわっている.ス ペイン

は 18世紀に、このモロ海賊の横行を押える為にタイタイに兵舎を設けた

が、無力のまま終り、そ口との戦いはそれ以後も長くつづいたo政府の奨

励にもかかわらず、ルソン島やピサヤ諸島に住む人々はモロ族を恐れて入

植 しようとしなかった。軍政下におかれていたバラフン島が州に編入され

たのは 19o2年 で、現在同島には南部にモロ族がおり、国教徒としてス ｀

■
一一一

-1-

. ■|●

=,

|‐



ボ鱚諄畔群

ル諸島を中心に活躍 している海洋民族である。吹 き矢をよ〈する。

北部にはビサャ族がいるoビ サヤ諸島に住む海洋民族である。キリス ト教

を信仰する内地一帯はタグパヌア族が住み、特 に中部には多 〈、原
マン~

族に属 し、人 口は昭和 17年現在で 2万人だ ったo中央北寄 りの山地には

パ タク族がいる。ネグ リー トに属するといわれ、黒人矯小民族である。今

なか原始採集、狩猟、焼畑農業を行ってお り、パタク語、 コヨノ語を話す o

パラフン島の中心は州都の プエル ト・ プ リンセサて、 同島の中央部東海

岸に位置するo島の行政、商業、交通、文化の中心地であるが華僑の商店

が多〈、 タガログ語、英語が共通語となっている。人 口約 6万 で、港、空

港、大学、高校、病院、気象観測所、 ロータリークラブなどがあり、 水道

と電気は中心部にだけ ある。 ブエル ト・ プリンセサに続 〈町として北部の

ドキナー ト、 4肝 4百人、 タィタィ、 5肝 人、南部のブルークス ●ポイン

■卜、 2肝人などがある。

エ バツタ族の概観
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パタク族は現存する東南アジサ最古の民族であるネタリートに属すると

言われる。身長は 150m前 後でありt色 は浅黒 く、毛髪はちぢれていて、

頭は丸い。男はG・ ストリングスという、本の皮でつ〈ったふんどし様の

ものをつけ、女は腰布をまと ,だけである。

彼等は山中に竹で簡単な家をう くつ 、雨期には焼畑で稲作をし、稲の出

来ないときは竹製の弓やワチを用いてイノンシ、サル、ヘビ、オオトガゲ、

鳥類などをとうたり、:野生の芋類や果物などをとったりして、全くの原始

狩猟採集生活を営んでいる`そ
の社会的文化的孤立は我々の相像もつかぬ

程であった。しかし性質はいたらてか
:と
なしくt素朴で、純真であり、む

しろ臆病ともいえよう。陽気な性格を着チる民族で、音楽を非常に好んだ
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が、その調べはいづれ も

単調なもので、そこにも

彼 らの素朴さが伺えたよ

うに思う。

現在、 フィンピ4政府

の政策としてこれ ら未開

民族の膜応化がなされて

おり、その第一歩 として

キ リスト教の布教がなさ

れている。パタク族のと

ころにもその波が及び、

そのために彼等はそれを

避けて、又同時に他民族

との接触をさらって、一

層奥地へとはい ってい 〈

傾向があるように思われ

た。 「獲 物 を 狙 う若 者」

(Tagnaya部 落)
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皿 パタク族の人口分布

A.人 口分布の概略

位   置

マオヨンより 3 km

〔56k凛 〕

サ ン・ ラ フ アエ ロ

より 2 km〔 6 7km〕

タナパクよりもkm

〔7 0km〕

タラバナンより

3 km 〔7 5km〕

B:0。 より上流

アkm 〔8 6km〕

B.0。 より上流

2 km  〔9・ km〕

B,0.よ り上流

6 km

ツサールとカルカ

ンポの中間に位置する

家族数

17

人 口

52

11 65

―
一
●
●
，

11 65

(22)

5.ラ ン ゴ ザ ン 27

6.タ グ ニ ッ パ (36)

ス カ ラ メ イ

“

4)

総  計 111   349

|■  、

_ _..1:・ |―・ 1

―-4-

_____.._、 ・ it_=..L

8.マ ップン ド・ ア リア

|: :

-1 
・

96

次のリストは′南から北へ順次あげたものである。距離はプエルト
0ブ ツ

ンセサを起点としている。州の道路は 6 2kmで ピン ドヤンのそばで終 って

いる。

立」く|  口:J

ク グ ナ ヤ
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a)B。 0。 は同名の夕・グパヌア族の部落、パタク族はその部落から何h

か山中に入った所に住んでいる。                ,

b)こ の部落には学校へいっている子供 もどんな学校 もない o

c)〔  〕の中の距離は州都、プエルト●プリンセサよりの距離である。

d)111家 族の内る家族は他の種族と結婚 している:

B.ス ペイン統治時代 よりの大 きな人 口移動

パタク族は 4つ の古ヽ/ヽ 部落が もともとあったと考えている。それ らはす

べて海岸部に少 〈ともスペインの統治時代の終 り頃か ら住んでいるといわ

れる。次の図はこの頃からの大 きな移動の記録である。(tr,Trans fer)

スペイン統治時代   第二次大戦            1966年

マオヨン 〔5 8km〕 1951tr

スムロッド〔671《 m〕
一
―→-1950tr 一――――… 1959tr___ス ムロブF

ビンドヤン〔8 0km〕 一一――… 1947tr

カラクアサン

タ グ ナ ヤ

ラン ゴ ガン

タクニッパ 1 9 0km〕 1954tr          ′:′「==ッ パ
.グ

1941tr 1962 カ ラ メ イtr

■
■

(カ ラメィ )

マツプン ド・ ア リア

C。 住居分布

1.ツ プソ

データーは 8月 25日 の訪門によった、聞き込みはアルマン ドか ら行

った。 1951年 にマオ ヨンか ら17家族が リプソヘ移動 したとい うo

パ ソオ・ キヤプテンは Luis Aluipen(50才 )で あり、 スムロ ッド生
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れ、 独身である。

家  族  名

恥彊wa=Nanawa

一 Ⅳbria
t_

. ―D8ヤio

ArmandO =MHia(Vら waの娘 )

一 Lenato

D海 lo  =陥 rcさ ria
(V'鬱wa Q息子 )

― Ba ro(タ グナヤに住む )

一 Patiten

一 IgrO

― Pe rlclane

Re vn ttO     = Basila
(ArふandOの息子 )
.         

―  IPan s i s co
・
ト

SOy Patang=Lalll■ 1

-Licardo

― Rusita

RicardO     =妻 ・ 死亡

(LOy PatOngの息子 )一 Belinda

― Rasila

(7) VヽLking Tan e

- Cl aud io

Tod ing

(8)・ Claudio  一
αLkingの息子 )
(9)Osting  =

生 れ た 土 地

Binduyan    ■laoyon

″

It{26y6n lVIa oyon

Ulaoyon lVlaoyon

Maoyon l{aqyon

B induyen Sumu ro d

Maoyon

Ma

″

　

　

　

″

　

　

　

″
　

　

　

″

Oy

0 y〔ヽこrina

UnidO

Bend ilon

Banc ao

I\iIa oyon

Sumu rod

Ma

進 on

Maoyon Maoyon

&Iaoyon Maoyon

!ヽ■●ト

ざ
＝
『瀬
ヽ
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″
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●
■
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■
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(11)

(12)

PlacidO

Otoya

Boalan

= 卜Ъya .

― Rusin g`

一 Feliberto

TOmbakan

Surrmu rod Surrrm rod

n&oyon

&[aoyon

Sunrnurod Surrrm rod

Binduyan Maoyon

Ulaoyon

I\ilaoyon Maoyon"

Maoyon Maoyon

(1つ  Paulino

Tud ing

Liticia

Kayambong

jrnerio

+&nt
IVlanue I a

Pining

Badong

Sebi o

Simon

Castilias

Mi ngo i

一一　
　
一一　
　
二

(“) Pablo

- SSuan

次の二家族 はKaingin(焼 畑 )を Bambagと い う離れた所に作 ってお

り、刈入れが済 む とリブソに帰 って くる。

(16)ミ 筆uriO= Elina

(麟urioは Cabayuyanか らきたコヨノ族である )

(17) P01inariO = Nlbet

(Polinarioは 物`oyonか らきたタグパ タア族で ある )

(18) AmbOr Abadineo

Rado ilteaic ine man

(パ リオキヤプテンの弟) (医者兼祈 とう師 )

″

″

〃

″

:■・・・
|‐ ■|,■―■

,

晰

＝
蝿
鼈
鰤

趙
郵
瀧

簿 i

聰
蹴屏

ユ
一檬
事
熱
苺
駅
一ヽ一一一一一

‐●‐二十
●

祗
孟
鸞
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次の系図はこの部落の 4家族の血縁関係 を示 している。

Ⅵ乞wa Nanawa

A
Armando

〇

Maria Dortio ・
L〔arcelia

-8-
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Reynato

2. Sun■1■■lrod

聞 き込みは ムvaと Basilioか ら行 った。サン ラファエロの Hildo

Nal icaに よればバ タク族は 1950年 頃 まで海岸近 くに住んでいたそ

うで ある。 それか ら何度か移動を くり返 して山中にはい り、 1959年

には約 21家 族がわかれ、 10家 族は現在の スムロ ッドの集落 に住み、

他は北に移動 してカラクアサンに新 しい集落 を作 ったo  BarriO

Captain(部 落長 )は Tamangで ある。 スムロ ッド生れ 55才 、父は

マオ ヨン出、母 はスムロ ッド生れで ある。

(1) Awa ―  Petak

(2)Taina n g =  Francisca

■
■

‐ヽ
■̈
一 ●

ヽ
●

■

ヽ
一

(5) Basilio

IVIe i o re

Carol ina

Kinaw

Timbay

Pone t en

Kitlaw
Kos o

∠ゝ

○  △〇△
Basila

「
―

．．計

〓
―

○

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

―



(4〕 Tll.bay =  .Arnp an

(Basili oの 息子 )一 Arl■ andO(Ampanの 前夫で ある。 Tawang

の息 子Juniorと の間にで きた子供 )

(5〕 KanOKanoy = Carolina

(Dangadan gaの 息子 )   (I aIItan gの 息子 )

(6〕 ROgilio Sebedo = Sattw

(Dan gadangawの 息 子 )

(7).ClaudiO de Les Angeles = Tota
'  (タ

グ′くヌアとコヨノの混 血、 サン ー  Anesia

。ラフアエ リか ら来 た )   ―  Mcling

―  Eliso

―  Titaon

(8)Ci audio Abe to =  ムvanan

―  Busingcn

一  Lilia

(9)Domin g = Iも su

(Domingは 1964年 Aklonか ら来 た ビサャ族で ある )

(10)]おlbinO  =  EIne li an a

―  Dattid Calふ en to

(11)Baka =  Dangadangaw

(Dangadangawは亡夫 との間に 6人 の子供 がぁった。 4人が生 きて

おヽり、 ROgiliO,KanOanOy,T01a,Awauanで あ る )

(12)ⅥLnito

Calacuasan

聞 き込みは OdOyか ら行 った o彼 はパ リオ・ キヤ プテンで ある。

(1) ()dOy  =   COncepcion
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．
．
■

●

(2

agneB

倒
　
０

Busibia     ―

■ 1議墨nit。

=  Taunita

=:  〕ヾakinkeik

一  Child

一  Child

(5)Yanuel Eli。  =  Akila

(CalundOngの 息 子 )

(6」 Ualentine Dencel 二  TObit

(Ualentincの 前の妻 との間 に子供が 1人 ある。

は現 在 OdOyの 妻 とな ってい る )

(7)Tuyak =  Pelagia

―  Child

―  Child

(8) Sa l ill■bag =  Sansise

=  Clli l d

―  Child

―   Child

(9)Pab10 1Dancel =  Caridad

―  Child

(lo)Peliギ  Radam =  En■ eliana Kagbanua

(11)Ral.1。 n PunO  =  C。 1lc cpし 10n Antulo

ノー ト

前の妻 Qn∝pci on

a)こ の部落には独身の者がいる。Mi it Petoon Calundong■

b)ク リスチヤン・ ネームがしばしば出てくるのはパタタ族がクリスチ

ヤンの他の友人の名前を使うからである。

4.  ragnaya
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この部落の多くは戦後 Binduyanか ら移ってきたのである。部落は多

くの者が 1965年 の 1月 にランゴガンに移ったので規模が小さくなっ

て いる。

Baluntongで あり.聞 き込みは2: t)*. +f lf v i'lLuciano

Carlos Tardin{CXck"

(1) Luciano Baluntong

(il Ba rongao

■
■
●
■

6)Jaimi

(4)BahdO =  Narika Adiring

(5)Sac;rias =  λ′畦racia

(6)CarnatO Dencil

(7) Leon

(8)Kirito

(Son of Sakarias.)
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Ⅳ 自 然 景 観

バシワン島は亜熱帯地区に属 し、一年を雨期、乾期、間期 (雨期 と乾期

の中間 )の 3つ の SeasOnに分けることがで きる。雨期は 5月 ～ 8月、間

期は 9月 ～ 12月 、乾期は 1月 ～ 4月 で、 気温は年平均 50℃ 前后である

が雨期 よりも乾期の方が高温になる。

海岸線には珊瑚礁が発達 してお り、大 きな河川の付近にはマングローブ

の林が、又その他のところでは砂浜が広がっている。

狭い海岸線の平野をはさみ、す ぐ急な山がある。同島の最高峰はマンタ

Lこ∠二宝生∈■■」:壼LL■)で あるが、海岸線よ,山頂まで、全部熱帯降

雨林に覆われていて、 そのジャングルの中を経 う様に して蛇行 した川が流

れている。

ジャングルは、数人寄ってもかかえきれない程の大木と、その下に細 々

と生えているかん本とで構成されていて、下草 とい うべ きものはみ られな

い。点在する大木は 20～ 50ル の高さを もち、多 くはラワンであった●

パタク族はこの様なジャングルを切開いて焼畑農業をしているが、この

焼畑が役目を終えると、そこには先づ雑草が茂 る。キク科、イネ科等が多

〈、 1.5-2れ 位になる。そしてその次にかん木が生じ、その上に大 きな

陽樹林 が形成される。ジヤングル内の湿度は高く、木々の幹 1′
Cは ほとんど

地衣類はみ られず、 コケ類ばか りであった。

バラフソ島の成因は、各所にみ られる赤土より火山活動によるものであ

ろうということが推測できるが、 ガタ等には簿い層を成 した泥岩がみ られ、

一度沈降后、隆起 したとも考えられる。

センザンヨウ・ サル ●イノツシ。オオ トカゲ・ ニツキヘ ピ 'マ メジカ・

キノポ リネズミ・ トビ ツス・ リス・ ウサギ・ヤマネコ・ パラフンクジヤタ

F■

■■

■  `~■

‐ 
‐
.1‐ |・ 7_■ ,「11

_五 `三■、t.=.こ111上二止二止,11上二董ユぶ
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パ ラワンワシ 。コウモ ン。等の動物が住み、又、多 くの昆虫、魚類、鳥類

などもいる。

・

・

　

　

一

■

一

-16-

●



N

V物 質 文 化

0 収入 と生活魯度

彼等はほ とんどが自給自足であり、現金収入源としての生産物はほとん

どない。米のとれるときは米と物々交換を し、例えば装身具、 腰布などと

とりかえる。米を交換として使 う時の権利は女性側にあり、そのため交換

の対照 となるものは主 として女性のもので、ピーズ玉や腰布が多い。ビ
ー

ズ玉は彼等の宝物として珍重されてお り、 この ビーズ玉でできた首かざり

1つ が米 50ガ ンタ_(1ガ ンタは 2.5玲 )と 交換される。 日本では 5円 も

しないだろ うに。一方男性に権利のあるものとしては、アルマシガがある。

これは樹液をかたまらせたもので、本の樹にキズをつけ採集する。主 とし

て燈火用に用い られているが、マニラにもってい くと、薬品用にも使われ

ている。採 り方は、高い木の枝に、藤ゾルのついた弓を射てひっかけ、 こ

れを伝わって登っていく。上等なもの程.高い所でとれ、そのため高所に

登るのは彼 らの重要な技術であ り又結婚の際の条件の一つで もある。彼ら

はこの採取 したアルマシガを丸木船にのせた り、かついだ りして町まで も

っていき売る。値段は 100路 25セ ンタポ (約 25円 )で、 これが彼等

の生活用具である蛮刃やマ ツチ、塩などを買 うためにつか ゎれ、更には結

婚の際の結納金にもなるのである。

彼 らの恒久的な富 といえば家屋、衣類、装飾品、そ して食糧を獲得 し調

理するための道具、すなわち蛮刃、ナベ、竹製の弓矢、 ワナ、 舟、食器類

その他竹や藤てつくった簡単な道具に限られている。

彼 らは文化的、社会的、政治的には中央とはほとん ど完全に隔離されて

いる。彼等の住んでいる所は国有地であり従って彼等は公的 には何 ら土地

所有を していないことになる。

ま

-- a A-

,中
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“

I
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家蓄 としては、ニフトリ、イヌ、 ネコ、 プタ、などがいたo最 も普遍 的    _

なのはイ スとニ ワトリで:ど の部落 にも各戸に必ずお り、イスは人間と同    :.|‐

様、家の中で横になっていた。ニ ワトンは多 くが寵や棚の中にいれられて

お り、一軒で数羽～十羽程度 しか飼 っていなかった。

(3)衣  類                              i

男性はG.ス トリングス というふんどし様のものをつける。これは、

NamOanと ぃ う木の皮をはいで川の中で石でた ヽいてなめ した ものである

女性は Patadiongと い う腰布をつける。主に町か ら入 ってくるが、音は

女性 も木の皮で作 った ものをつけていたそ うである。男性 も女性 も以上が

全衣類である。

C)装  身 具

頭髪は男女共黒く、ちぢれ毛である。女性はそれを伸び放題にしている

が結婚した女性は、額を高く刈りあげている。これをGitと いう。足首に

は竹や金属製の輪を 15～ 16本はめている。これはGalangと いいざへ

ピにかまれないと信じている。胴にはやは夕竹製の輪をはめている
=

Sigutと いいア～ 8本まいている。また腕にはBaklawと いう:輪 をはめる。

いづれも竹製で、これには炭と木の汁を混ぜて作った液で模様をつける。

この腕輪には布切れや香 りのよい草などをはさむ。香りのよい草として、

Palagpag, Tagdak Sal osak がどがある。耳には小さい時から穴を

あけて針金を通 し、ピーズや綿クズなどをたばねてつるす。首には小さな

ピーズの首飾 りをつけ背の方には トピリスやサルなどの野生動物の毛皮や

草を東ねたものをつるす。             .

これらは女性の装身具であるが、一方男性の装身具はほとんどない o

全般的にみて、いれ墨や体を染めたりすることはおこなわれていなかっ

″■

聾

-15-
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0食 生 活

パタタ族の食糧の中で最も安定 したものは米である。稲作は雨期におご
・

なわれ、収獲期は 7月 ～ 10月 で、 この間彼 らはほとん ど米食となる。野

菜類はあま り摂 らず、米のあるときはほとんど米だけの食事 となる。米の

ない時は芋類が主食の代用となる。タンパ ク源 としては、時折 ワナで捕え

られるイノシシやサルの肉、貝類 (海産の もっ が主 )、 魚類 (淡水産が三D

などがみられたが、一般に肉類はあまり摂 らなぃ様でぁった。また植物性

タンパク質源として、豆類がわずかみ られたがまだ食糧の対照にはなって

いない様な状態であったo

食事はほ とんどが米だけ、 もし〈は芋だけといった簡単なもので、その

中にわずかの野菜類が入る。栄養は過度に片寄ってお り、炭水化物の摂 り

す ざで、それは彼 らの体格にもよくあらわれていた。背がひ〈〈、腹が出

ていて (こ れはマシリヤの為で もある )体格は貧弱である。

食事は昼食 と夕食の 2回 しか摂 らず、時間は昼食が 12時頃、夕食が午 .

后 6時頃である。料理は、鉄製のナベでお こなわれ、ほとん どのものは煮

るか焼 くか して食べ、生のまゝたべるものといえ |「まわずかな果物位で ある。

味つけは塩が用い られ、全て煮るもので味のないものは塩味をつけて食
べ

るようである。また食事の摂 り方は、食物を手でつまんでは日に運ぶ とい

った方法で、 スプーン・ ホークの類はみ られなく、 1つの容器 に入れたも

のを家族みんな、 もしくはその家 に住む人全員で手でつまんでは食べてい

たo食器は、他か らの文化の入ったところではセ トモノ (日 本製か
°
中国製)

が使われていたが、 ない所ではナがか ら直接とって食べていた り、バナナ

などの葉に盛 って食べたりしていた・

水は生物が生きてゆくためには必要欠 くべか らざるものであるが、パ タ

タ族においては水の問題はそんなに大 きな問題 としてはとらえ られていな

い様に思えた o

彼 らの家は畑の中につ くられる。多 くの場合、それは山の急斜面を上 り

-16-
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つめたところにあり、 水のあるところか ら20～ 50分歩かなければなら

ない。水 くみはほとん ど男の仕事で、直径 15御、長さ 1%位の竹の節を

抜いて筒をつ くり、それを背易い良い様にヒモをつけて、毎 日急斜面を往

復する。飲 用水は川の水が使われ、山間の湧水は清潔な水として平気で生

水をのんでいる。一 日に数回 (普通 2回位 )も 急斜面を水を運んで往復す

るのはそんなに楽なこととも思えない。霜穂を選ぶのとどちらが重荷にな

るであろうか。これは水よりも食糧の方が重要である為だろうと思うo

0栽 培 植 物

パタク族の主食は乾期と雨期で異なり、雨期には植物の栽培が可能で、

畑 をつ くり、稲作をお こない、 この米が彼 らの主食 となる。米がとれるの

は 7月 ～ 10月 てこの間彼 らは毎 日米をたべる。乾期になると植物は成育

しなくな り従って この期間は もっぱ ら採集によって食物を得ることになる。

ジ ャングルの中か ら野生の果物や芋などをとって きて、 それが主食の代 り

となる。野生種が食用となる場合には、種類によって独特の毒ぬ き法や料

理法がでて くる。

我々の訪ずれたのはちょうど雨期の中頃にあたり、米の収穫が始まって

しばらくしてか らだった。従って観察された ものは全て雨期の食物で、乾

期の食物については聞 きこみ調査によって調べたため、雨期の ものに比 じ

かな り不正 確で不確実 な もの しか得 られ なか った。雨期の栽培植物及びそ

の他野生植物については、 ほ とん どを観 察で き、又或物については実際 に

味わ うこともで きたが、 乾期の ものは、話 によ.っ てただ記載 した ものか ら

ジ ャングルの申からとって きて手にとり、 日に した もの までまちまちで あ

る。

部 落 周 辺

乾期になり、稲作が終ると彼らは焼畑をすてて川の近 くにかりてくる。

-17-



・

一
，

．
　

一

一●
●
一
■
・

今 まで各自の畑にち らばって生活 していた ものが一 ケ所にあ
つまって くる。

これが部落である。従 って このシーズンには定着生活をするわけであるが、

部落はたいてい河岸段丘の平 らな所につくられてお り、その周辺には
パナ

ナ、コヨナ ツなどが植えられている。

部落ができるとそこには多年生作物がうえられる.カ モテ、バナナ、コ

ヨナツなどである。これらの植物は成長し、実がなるまでに数年から数十

年かかるため、その周辺にある植物によって、その部落のその地にかける
・

歴史の長さがわかるわけで、最 もわかり易いのはココナツであるぎ今回訪

ずれた 4つ の部落においてもそれは明らかで、 リプソー、カラクアサン両

部落ではコヨナツがもう6～ 7んになりかなり古いことを示 していたo又、

スムロツド部落においてはパナナ林だけでコヨナツはまだなくt タグナヤ

部落においては′ヾ
.テ

ナもみ られず、カモテだけがあったo

これらの部落周辺の植物は乾期、
1米
のない時の食料源となってかり、カ

モテはそのうち最も重要なものとなっている。

また、各部落による栽培植物の構成はそれぞれちがっており、どんな植

物があるかということで、その部落の文明化の程度 も知ることが出来る。

たとえば、 ツプノー部落にかいてはオンンジ・ パイナツプルなどの果物が

みられたが、これは他からもちこまれたものである。このことは、この部

落が外部から入り易いために今までに多くの人が訪ずれてお り、それらの

人｀が持込んだもので、多くはカトリックの布教が目的て来た宣教師によ

っておこなわれているo一 方タグナヤ部落においてはほとんど外部か ら人

の入ることがなく、周辺の植物もカモテ、イネ、アワなどの他はほとんど

野生のものである. ´

文明の波は次第にこれらの部落にもか しよせてきているが、それ らの歴

史及び文化の波及程度はこれら植生によっても推し測ることができるo

|・|■■
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彼 らの最 も安定 した食糧は米である,Ⅲ l年の 3分の 1を 米食ですごす o

この米作は稲の性質をうまくと夕入れた彼 ら独特の栽培法によってなされ

ている。イネには稔 りの遅速、味、形態、香 りなどにより二十数種あり、

彼 らはこれ らのイネを早生から晩生 まで栽培 してお り、各種のモ ミを 1ガ

ンタ (約 25町 )づ つ翌年のためにとってお き、畑がで きるとそこに各 々

の種子を、 ある一角からまいてゆ く。一種につ き 1ガ ンタだけまいて しま

うと別の種のモ ミをその次へつづいて播いてい く。こうして畑のある限り

モ ミを播 くと、 それて種マキは終 りとな りtた とえモ ミが余っていてもそ

の年はそれ以上は稲 をつくらない。従って焼畑 の面積に応 してその年につ

くるイネの量は変って くる。播種の方法は、 まず畑が出来ると木の棒で地

面に穴 をあけそ こにモ ミをまいて、土で覆ってお く。このモ ミは前述1の よ

うに、前年 より保存されていた もので各穴には数粒～数十粒のモ ミが播か

れ る。 (こ れは実際に観察で きず、すでに大 きく成長 した稲の 1株の茎数

より推定 した。 )そ してモ ミを播いて しまうとそのまゝ放ってお くふあと

は多雨と高温 とによってどん どん成長 して ゆく。この播 種の際の穴のあけ

方はランダムで、株間の距離 は表 1の如 くで、平均 56鍬位である。

表  1

測定値ω 20 27 3.0 51 52 65 66 57 45 50

2測 定 数 5 2

‐      j                      i

'稲
が稔ってくる頃になると、広い畑に模様ができる。早生のところは早

く黄色になり、晩生のところはまだ濃いみどり色になっている。従って、

播種を終ると、どこからどこまでが、どの稲なのか、区別ができないが、

穂が出始めるとその区画が明瞭になる。

彼らはまだ財の蓄積、貯蔵、 ということを知らない。米の収穫もその日

暮 しで 1日 分の米しか収穫しない。彼らは早く稔ったものから11贋 に収獲 じ
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ている。早いものでは

3ケ 月、おそい もので

5ケ 月位で収穫で きる

が、 これ らイネの種類

の選択は彼 らにとって

は非常に重要になって

くる。

イネの種類について

今回の調査では 20種

のイネについて記録す

ることがで きた。その

うちの数種については、

特徴、形状、などにつ

いてくわ しく調査でき

た。次に、 これ らのイ

ネの各 々について述べ

てみる.稲の呼び名は

彼 らの呼ぶ通 り記録 し

た。 ( )内 は観察 し

た部落名である。

「稲を収穫する女」

稲は穂だけ摘み とりもちかえる

(SumurOd部 落)

(1) Inaporaw― non (Sunlu rod)

やわ らか 〈、香 りが よいoそ ミはやや大 きくt熟す と黄色 になる。 315

ケ月位で収穫可能となる。 (表 2)|

-20-
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2摯沢

Z 1株 の茎数 丈 穂の長さ 一穂につ 〈モ ミ数

１

２

５

４

５

10

８

４

５

４

1

170

156

185

166

166

２

　

５

　

２

　

２

　

２

７

０

８

７

７

207

22 9

2

5

1

19

15

16

(2)DЪ raguket (Tagnaya)

モ ミが大 きく、 トゲがた くさんついてお りさわるとチクチクする。モ ミ

がやや黄色味を帯びた頃収穫 して Dry Rceに する。

(3)Kinawayan

小 さな細長いモ ミで、 初めは ξドリ色を しているが熟 して くると黄色に

なる。 _

“

)ヽL randi

lnapo raw一 nonと 同形、同味、同色だが本種の方がやや収穫期がか

くれ る。

(5) Knabayo  (Sunlu r od)

モ ミは黒色で大 さいがЦHaguketよ り小 さ t^。 やや細長いかん じて、

収穫期まで 4～ 5ケ 月を要する。 (表 6)

表  3

■
ヽ
．■
，
Ｐ

Z 1株の茎数 丈 一穂につ 〈モ ミ数

１

　

２

　

５

　

４

　

５

８

２

０

８

９

1

1

155

160

165

155

161

157

179

2o4

154

145

{^t



(6) Tatlonga Bu、 vЭ n (ご 1■nu rOd)

形態は Inaporaw一 nOn Marandiと 同 じで あるが、 実入 りが よ〈、

や ゝ小粒。彼 らの栽培 するイネの中で最 も早 く稔 り、収穫 まで 3ケ 月で、

このイ ネの名前の Tat 10ngaは「 3」 、 Buwon は「 月」 とい う意味であ

る。 (表 4)

表  4

茎   数 丈 粒    数

１

　

２

　

６

　

４

　

５

17

14

19

20

9

160

166

172

175

7

241

157

215

274

279

(7)KiapOran

形態 は InapOraw nOn, 卜盤randi と同 じ。収穫 までに 4～ 5ケ 月を

要す る。

(8) Manong  Bal ay              _

InapOraw nOn, Marandi, KiapO ranな ど と同 じ。収穫期のちが

いてわける。

(男  Pin。  ― Pin。   (Lips O,  Sulinu r O d)

彼 らの栽培す るイ ネの うちで最 も小粒の実をつけ る。普通 につ くられ、

収穫期は 4～ 5ケ 月。

(lo)丁 Yin OmerO

(11) Sulyap                                  .

(12) ⅣLgin― Dana。

(16) I(alandasan

(14) Dlongco

=

:tヽ

1ヽ1:
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(15) Binik― Tu ryO

(16) Rakumbaw

(17) Basllanen

細長いモ ミて Kinaway anに つぃで長 く、 香 りが よい。モ ミは熟す と黄

色 にな り、約 4ヶ 月で収穫で きる。

(18)晦 ra― Virya (Li psO)

赤 い色のモ ミで、 丈は 1れ位でそん なに大 きくないo実 は自色 をしてい

る。

←9)鴫 natt at

lnapO raw― nOn, Marand i ,  KiapO ranな ど と同型、 収穫 まで

4-5ケ 月を要す。

(20)｀lrans illgan

Basil anenと 同́型であるが収穫期は本種の方がや ヽおそいo

これ ら 20種 の うち、そ の稔 クの早い順 に挙げてみると、

①  Tatlonga 一 Bllwon,    ②  lnaporaw―  non

⑤ Marandi

となる。

Basllanen ⑤ 鴫n Singan

これ らのイネは、早 (熟 した ものか ら順に穂だけ刈 りとって くる。彼 ら

は 1日昼食 と夕食の 2回 しか食事を しないが、起床時間はだいたい日の昇

る午前 8時頃で、起 きると腰にカゴ (Bugyas)を つけて、小さな穂切 り

包丁をもって畑 に出かけ る。この穂切包丁は現在は鉄製品を使っていたが

(Sumurodに て )古 くは石や員を用いていた らしいoそ してこの包丁で穂

の部分だけを切 りとる。穂は畑の角か ら11原 に刈 りとってい くのではな く、

畑の中に入 りこんで、稔 っている穂か ら刈 りとる。こうして腰カゴが一杯

になるとそれを家に もってきてザルに入れ、その穂を_1つ 1つ脱穀する。

脱穀の方法は、 2つ の二枚員を左手にもち、右手に穂を もち、 これを員に

はさんで引いてヽ ミを落 とす。そ してこのモ ミをザルにいれていろりの上に

ト

…26-
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つる し、 これを乾燥させる。いろりの火は常に絶やすことな〈もえてか り、

その上で約 2時間程煙にいぶす。ここまでは女の仕事で、男はその間何 も

しないでゴロゴロ している。

次にモ ミをウス (RusOng)に 入れ るん位 ある木の棒 (       )

でついてモ ミ殻をとる。これは男の仕事になっている。モ ミをよくついて

それをモ ミガラと米粒に選別する時には風を利用しておこなっていた o

こうしてつ くられた米はナベに入れて煮てたべるb煮るときは米と水だ

けて、他だは何もな〈、食事 もほとんど米ばかりのようである。

収穫された米は、たいてい 2食で終ってしまうが、余 った場合は次の食

事にまわされる。もしその様な場合に、畑にとりに行かなくてもその日食

べるには困 らないだけの量の米があるときは畑には出ず、持ち米がな〈な

ると収穫作業が始まる。

タローイモ・ ヤムイモ

タローイそ の多 くは茎、業、芋 と全部食用にされていて、茎 、 葉は主 と

して雨期の食べ ものに、 芋は乾期の食べ物に利用されてヽ́oる 。栽培 種と し

へ.

てもつ くられ、 タローイモは草原に、炒ムイモは河原の砂地につ くられて

いた。タローイモには次の様なものがあった。

(1)Parawan一 Karadi

茎、葉とも緑色をしてヽ́ヽる。フィ ツピン国内でバラワン島に しかみられ

ない種類。

(2)Original― Karadi

茎が赤褐色を してお り、フィリピン国内に広 〈分布 している。

調理は、茎、葉は小さ〈切 って塩 を加えて水煮に してたべる。芋はただ

煮てたべる。

ヤムイモは 2種 あった。野生種と栽培種が あり、芋だけが食用に供され、

調理はいづれ も小さ (切 って煮てたべる。
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(1)  Ul).i

根は塊状をな し浅いところにで きる。これは宣教師か外部か ら持込んだ

もので、パタタ族古来の ものではない。

(2)Abagan

野生種 o乾期に米がなくなると利用する。根は長細 く、深〈堀 らなけれ

ばならない o

カモテ  (CFmOte)

カモテは根に多くのデンプンを含み、乾期における彼 らの重要な食料 と

なっている。移動の際彼 らはその茎を切 って もってゆき、それを挿木する

ことによって新 しい土地での新個体の増殖を計る。栽培地は部落周辺で、

適 当な空地をみつけて植えているようであるがその植え方は全〈シンダム

である。

カモテには 2種ある。

(1) RIaranbogan

茎はまっす ぐに伸び直径 5～ 51鍬にもなり、表面は堅 く、赤味を帯びる。

丈は 2-51ル にな り、 1つの株には十数本の茎がある。葉はャ ッデの葉に

似、 10枚 程度 の突起がある。食用にされるのは根の部分で、:芋は直径10

“
長 さ50～ 50鍬位になり紅色を している。収穫期は米作の終 る 10月

か ら12月 頃までの約 3ケ 月間で、必要なとき堀 りおこして、輪切 りに し

て火で焼いてたべる。時 (′ては米があって も食べることがあるらしいo

{2)Camote

サ ツマイモ と同 じもので、茎、 葉、根 とも食用にされる。 は地をはい、

ツル状で暗赤褐色・ 葉は
ハー ト型。茎 の途中より根を出す o茎 の先端部は

緑色でその部分が食用になるが古い部分は食用にされないo根は紅色の芋

で ある‐。葉、茎 は主に雨期に野菜として用いられ、水に塩 を加えて煮てた

べる。根は前種同様火で焼いてたべる。

-25-
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バ ナ ナ

バナナは部落の周辺にみ られ、定住の初期の頃の期間の長さを計る
パロ

メーターとなる。タグナャ部落 においてはまだ全々栽培バナナはみ られず、

あるのは野生種だけであったが、スムロッド部落においてはバナナ林を形´

成 していた o

(2)

バナナには次の様な種類がある。

.Saba      .=

樹 も花房 も大 きくなる。実は三角形 を してお り、 まだ熟さない うちか ら

食用.に なる。花 も食用になる。  (Banan a PuS。 )  実は熟す

前は皮 に傷 をつけるとネバ ネパ した液 をた くさん 出す。結実 もよ く、 大 き

な房 をなす。

Arikondal

黄色で普通型のバ ナナ。皮はをめ らかでやわ らかいが、実にア クが あ り

塩でアク抜 さを しないとたべ られない。
|   ・   : ′

 ・  : :'・  ■ 1`

:(3)Ka rao

実 の皮が赤い色を している。中味は黄色であるが、 香つ が よい。本 も又

赤味をおびて峰る。

「(4) Tindok

実 は熱 して も黄色 くな らず、緑色を している。 よい
1香 りがす る。

(5)Lakat an

黄色 く、 長 くて大 きな実をつけるが味 の方はあま りよ くな く、 淡 自な味

である。

(6) V`i ld  Ban ana

野生種で種子がで き、食べ られない。樹は貧弱で小さ く、 結実 も悪い o

主食の代用となるもの

稲畑の中のところどころにみ られる トウモロコン、 Dawa,Cane, 部落

■

■
■
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周辺にみられるパパイヤなどが主食の代用としての役割を果 してヽ^た oこ

れ らの食物は目的が あって作 っているわけではなく、米に飽 きた時に食べ

た り、 または保存 しておいて食物がなくなったときに利 用する程度であり、

作付面積 も米の 1%も し〈はそれ以下である。

(1)ト ウモ ロコン

茎の高 さ、実の大 きさ等ほ とん ど日本でみ られ る もの と大差なか ったが、

我 々の調査期間 には トウモ ●コンは収穫期 を終 ってお り、枯れ た もの しか

観 察で きなか った。実は皮 をむいて家の 中につ る してお き食べ物のな くな

った ときにそれを利用す る らしい。 (ス ムロ ッド部落 にかいて )畑 にある

もののほ とん どはサルに よって荒 らされてか り、一粒の実 も発 見で きなか

った。

(2) Dawa

ア ワ
`つ
こと。穂は大 きく、 日本でみ られ る もの よ りも優れているもの も

あ った。実が稔 って くる と、穂 に触れ る とパ ラパ ラと実が こぼれて しまうo

収穫期は稲 と重な り、 8月 頃である。穂 を とって きて脱穀 し煮 てたべ るが、

あま り利 用され ていない ようで ある。

(6) Cane    ‐.

茎には糖 分がす (な く、 僣ん で も全 々甘 味はないが形態はサ トウキピに

似ている。イ ネの畑の中にあちこちに立 ってい る。 6～ 5π位 にな り、そ

の穂 は稔 ってくる と濃褐 色～黒色 にな り、 ウスでついて食 用にされるが、

全体に非常にす くない。

(4) Papaya        ..

外 部か ら入 っていった植物 らし〈、最 も文 明化のすすんでいると思われ

る ツプノ部落にかいてのみた 〈さん み られ た。 5～ 4ル (′
てなる と葉の根本

に花がつ き、 1ケ 所 に数個の実がつ く。雌雄異株で、雌株 は大 き くな って

か ら花 をつけ るのに対 し、 雄株は 2れ に も未たない位の木で も花 をつける。

花は淡黄 色を してお り合弁 花である。雌花は大 きく数個の花が並んでつい

-27-
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ているのに対 し、雄花の方は小さく房状をなし、無限花序である。

実の形状にょって 4種にわけ られる。

(1)小 形でウリ型の もの、 (2)大型でウ リ型の もの、 6)中 型で細長 く
、                      ,

なるもの、 (4)中 味の赤いもの、の 4つ 。

調理はいづれ も皮をむき、 中の種子を出 して切 りきざみ煮てた
べる。味

は冬瓜を煮たときのそれに似ている。雨期は木の成長に伴い実 もどんどん

大 きくなるだけで中味はなかなか熟 してこないが、乾期になると本の成長

が上りそれに伴い実 も成熟 して くる。普通、実は 20～ 50磁 になる。熟

して〈ると黄色になり皮がやわらか くなって くるが、そ うなると生のまゝ

たぺ られる。少 々アクがあるが うすい甘味がありおいしい o

(5)CO rot

野生の植物で、根は丸い芋にな り表面はかたいヒゲ根がた〈さん生えて

いる。大 きさは普通直径 10"位 で、芋は空気にさらしてお くと緑色にな

る。地上部はツル状で葉は 6枚の小葉 より成る。表面はクチクラが発達 し

ていて、葉柄には毛はない。茎のところどころに トゲがある。食用に供 さ

れるのは芋で、毒があ
｀
りそのまゝでは食べ られないので毒ぬきを してか ら

食べる。救荒食で何 も食べるものがな くなる と利 用する。主 として 5～ フ

月頃に使用される。調理法は、

① 皮をむいて薄く切る。

②  日光の下で乾燥させる。

③ 海水中に 1日 間つける。

④  水で洗い、 ゆでてたべ る。

といった手順でなされる。ジャングル内での分布はひろく、随所でみられ

た。

この他に主食の代用品としてハチ ミツがある。野生のミツパチからとっ

たハチミツであるが、イ可も食物がな〈、狩 りにも採集にも行けないとき、

(雨がふ り続いた りしたときなど )ミ ツをなるて、横にをっているというo
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副 食 物

雨期には米が、乾期には芋類が主食となっていることは前に も述べたが

これ らの食物の他に も
″かかず″ として食べ られているものがある。その

多 くは野生で、 主食に比 して比重 も軽 く、 なければ使わないといった様な

ものが多い。

(1) Tomato

野生。ジャングルの各所に自生 してお り、実は直径 1～ 1.5m位 の球状

で熟すと橙色になる。香 り味ともに日本でみ られるものと変 りがなかった

が、皮が非常に厚い。生では食べず CamOte,Pepperな どの葉と一諸に煮

てたべ る。

(2) St ring―  Be a lls (Sitac)

ささげ豆のようなもので、実は 20～ 30鍬位になる。畑のすみや家の

前などに植え られてお り、 ツプソ部落では豆棚 もつ くられてねたがそんな

に多くな〈、実のまだ熟 していない緑色のものを食_用 にする。

(3 Kamote Leaves

KamOteの 葉。芽、若葉がつかわれ、 ゆでてたべる。

(4) Banan a  11l s O

Sabaと い うバ ナナの花 。 まだ開花 してい ない花 を とって きて、 大 きな

赤褐色の ガクをとると中に淡黄色のバナナの花が されいに並んでいるが、

それを、先端部分だけ切 多とり(メ ンペの部分をすてる )花弁 を小さく切

って水で煮る。

6)Patala

ヘチマのこと。まだ熟 していない実をとってきて煮てたべる。黄色の花

をつけ、雌雄異花.実は 210-6´0磁位の とき食用にされる。

(o  Egg Plants

ナスの こと。彼 ら個有の栽培種で、実は細長 く3X25鍬 位で、先端部

は緑色 を してか 多:茎 に近づ くに従って紫色が濃 くなっている。

‐■●.
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(7)Ko rat一 Kb rat          il

キノコのこと。湿った樹間に生える。雨期にのみ得 られる。色は暗褐色

で裏は自く、香 りはよい。このキノコを採る時期について彼らは「 雷が鳴

って 2日後 とりにい くとよくとれる。が更に 2日後に行 くともうとれない」

とい うことを知っている。腰にカゴをつけてジャングルの中
へ採集にいき、

とって 〈ると塩を加えて煮てたべる。 ・ : :‐

(8)Anpalya                        .

レインの一種。栽培化されてお り、花は小さ く黄色で、雌雄異花。実は

緑色で表面はでこぼこになってお り、大 きさは直径 5～ 4御長さ 20～

25磁位o皮は生のまゝたべると苦い。           :

嗜 好 品

バ タク族の食ぺ物は、そのほとんどが炭水化物で占められてお り、味つ

けとしては塩が用いられるのみてある。全般的にみて彼 らの食事は薄味で

あるが、その食事の添物 どして香 りのよいものや刺激になるものが用いら

れている。それ らは我 々の感覚からみればほとんど普通のものと変 りがな

〈、香 りも刺激 (か ら味、苦味など )も 非常に弱い o

(1) Pepper

トウガラッの一種の葉が用い られている。草は各 所に自生 してお り小さ

な三角形の実をつける。実は熟 して 〈ると黄～赤色 になる。草丈は 70～

80m位 で、 この葉をつみとり塩水で煮てたべるのであるが、香 りも味も

ほとん ど感 じられない。

(2)SOngc3r― SoAgcor                  i.  ‐

Peppe rと 同 じように利 用され る。各 所に自生 してお り、葉 は五つの小

葉 よ り成 り全体が白い小毛 によっておかわれて t^る 。1実 は大 きく、 3× 6

～ 7m位 ある。

(6)Gingel
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一́
一一

ショウガの仲間。丈は 1～ 1.5れ になりその地下茎が食用にされる。生

のまゝではたべず皮をむき煮てたべる。これは胃の薬として も使われ る。

(4) Palagpagと TOgdok

ハ プカの~種でよい香 りが し、 この香 りがつかわれる。

Palagpagは 緑色の茎を し、 Togdokは赤褐色の を している。各所に

自生 し、小枝をかって使 う。草丈 50～ 80"位

Buy。

カミタバ コの原料.山

野 に自生す るがあまり多

くない らしく大切 に して

いた。 この草の葉 を干 し

て カ ミタパ コにす る。

Bonga

ヤシ科 の植物でその実

は コヨナ ッの実 を小 さ く

した様 な形 を し 3× 4鍬

位の大 きさになる。実 は

噛み タバ コの代 用品と し

て使われ るがあま りかい

しくない らしく、 タバ コ

の切れた ときにのみ利 用

され る。      ‐

果  物
「煙 草 を 吸 う女」

主 として子供の食べ物   煙草は火のついた方 を目に入れて吸い、時々
_ヽ   .  ___     1火 を吐 き出すこつすると体がャ′:届 まるとヽヽ う。
となっている。多 くは外             (stinurOd部 落)

部 よりもちこまれたもので、外部 と最 も交流のある リブソ部落 においての

―も1-
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みみ られた。

(1) Casoy

鬱)

(る )

(4)

(5)

(6)

・●
・■
■ヽ

6～ 5月 収穫。 2～ 5年 前に もちこまれた もので まだ実はつけてい ない。
｀

Suha

みかん科の一種でザボンに似ている。 ク リスチ ャンが持込んだ ものでこ

こでの最大の本は根本の直径が 15錐 位高 さ 6π位で、 約 40個 の実がつ

いていた。実は熟す と黄色になる。小枝には トゲがあ り、業は 15～ 20

侃で副葉 (5～ 5鍬 )がついている。

Pine _Apple

ハ ワイ よ り来た米人宣教師によって移入 された ものでまだ小 さ く実をつ

けてはいない。

Or an ge

5年程 由 夕 Iス チ ャンによって持込 まれ た もので実は球形を してお り直

径 5～ 5(第 .緑色の ままとってたべ る。本は上 に向 ってのびる。

Bis一 Bis(Lenlo■ )

ク リスチ ャンによって持込 まれた もので 日本でみ られ るもの と同 じ型 を

している。

Panka(Jack― Fruits)

栽培化 されてお り木 はかな り大 きくなる。実は 20～ 25m× 70～ 80

m位 に成長 し、 中心 に大 きな 1個 の種子が あり、 その周囲 は厚 い黄色 の果

肉で被 われていて、甘 〈、 よい香 りがす る。結実か ら実が熟す まで 3ケ 月

程 かか り、 まだ若い うちは緑色 を していて、塩 とヤシ ミルクで煮てたべ る

ことがで きる。

POpuan

野生の Pan ka で実は直径 12～ 15鍬 位のほ′f球状 を してお り、表面

はゴツゴツしてい るが 中には多 くの種子が入 っておヽ り、その種子のまわ り

の赤い ドロ ドロの ものが食 用になる。味 も香 りもあま りな く、 た くさん た

，
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べるとアンルギー症状 を呈すことがある。ジャングル内に自生 してお り、

子供のかやつ的存在・

(8) Sugar  Can e

ツプノ部落、 カラクアサン部落においてみ られた。外部か ら持込まれた

' もので、 まだ歴史は新 しめらしい。

0 焼畑 (Kaingin)

.雨期の間、稲作がお こなわれるときは、稲は焼畑に栽培される。畑の位

置は、河畔の部落をとりまく周囲の急斜面にあり、近いところか ら順に畑

をつ くってい〈.

畑の年置や広 さは部落の ミーティンタによって決められる。乾期になる

と男はジャングルに入 り、本を切 シ倒す。大きな木は根本に足場を組んで

オノで切倒すoそ して乾期の終 シ頃、切例 した本をもや して、これで畑が

できる。ジャン グル内の本は不定で、従って畑のあちこちに大木の切株が

立っていた り、皮だけ もえて黒 くなっている木の幹 などが散在 してお り、

あま り上等の畑 とはいえない。

ここまでは男の仕事とされてお り、女は家で料理する程度の仕事 しかも

たない。、

畑が出来ると、一家総出でモ ミ播きが始まる。モ ミを播いて しまうとも

う畑はそのまゝで実が稔 るまで手を加えない。

このモ ミ播 きの前、部落の各家は各 自の焼畑へ と散ってゆくoそ して 1

～数家族で 1軒を畑の中にかまえる。この家は稲作の終 るまで焼畑の中に

ある。

焼畑はふつ う一軒で 50π x100れ 位の大 きさをもつ。畑 は山の斜面

をそのま ゝ利 用 してい るため、傾斜 がはげ じ〈、 ひどい ところでは 30°

位 になってい る所 さえ あった。

雨期が終 り、稲 のとり入れが終 って しま うとそ の畑 は放棄 し、又次に新

二63-

織

ヽ



しく山を切開いて畑をつくる。

0 衛 生

術生観念はあまりない。手指や体を洗 ぅことはあまりな′く時折川に入 り

河原の石で体をこするのが入浴の代 りらしいo年 中裸同然の生活のため、

衣服の汚れを気にしなくてもよいためか もしれないo歯 をみがいた り朝お

きたら洗顔するといったことは全くみ られなかったoそ のためほとん どが

虫歯をもち、体には皮膚病を もつ者が多かった。足などにはかできが出来

ていた り、素足でジャングル内を歩 くために生傷があった クで、みんな何

らかの形で傷を もっていた。マシ リヤ も多 くが罹病 してか り、下腹部が前

につ き出していたo慢性のマシ ンヤにかかってお り、 これによる老人子供

の死亡率 もかなり高い様に思われた。

スムロッド部落においては家の床の下で火をたさその煙によって蚊や蠅

を追いはらう方法を用めていたoゴ ミはみな床のすき間から下におちて し

まいホFり のたまる様なことはなかった。 しか し食器などは洗 うことをせ

ず、使用後はそのままにしてお き、非常生的であった o

病気の治療は業草を用いた り、お祈 りを したりする`お
祈 りで治す場合

には祈 とう師がいて彼がお祈 りをする。業草の場合 には、野生の草が用い

られる。それ ,こ は次の様なものがあった。

(1)RayOma

英名 Rheumatism と ハヽう。 Banabaと い ,本か らつ 〈られ る。外傷 し

た ときに用い られ、 葉 を 5分程湯につけ、 その湯をのみ、 葉は外 傷部には

る。

(2)Castor Oil

Castorと い う植物の実を砕いて使 う。 ナス科の植物て 2π位 にな り淡

紫色の花 をつけ る。実 には殻 に トグが あり実は下剤 として使われ る。  ,

(3)Ginge r
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♂

しょ‐,が科の植物。 し好品としても使われる胃の楽。

0 家 屋

I パタク族部落の概観

パタク族の部落は海岸より数km離 れた山間に散在 している。そ して彼 ら

は水が容易に得 られる川の近 〈に僅かな広 さの平地を見つけ、川に沿って

部落を形成 している。この部落 の周囲の平地 には
パナナやカモテを栽培 し、

その背後の山の斜面に焼畑を作 り稲を栽培 している。稲 を作る期間は雨期

であるが、この季節には

焼畑近 くに家を建て、部

落 を離れてこの家に住み

生活をする。 したがって

雨期になると習:落 には空

屋が目立 ち、一部落に一

軒の家 しか人が住んでい

ないような事 も起こって

くる。

次に我 々が訪ずれた 4

つの部落の概略図を示す

事 にする。

「部  落」
家の周囲にはカモテ (ヤ ツデのような葉をし
た植物)がたくさんうえられている。

(Tagnaya部 落)
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彼 らの生活における家の機能

雨期にかいて もこの地域 は、最低温度が 20° C 以下になる事は あまり

な く、雨期といえども我 々にとっては湿気 も感ぜ られないような気候であ

るので、彼 らにとって家というものは、 ただ雨、風をふせ 象 心地 よ〈寝

られ る場所であれば、それて充分なのであろう。そのためか彼 らの家のほ

とんどが 50鍬 ～ 100"の 高床式である。

彼 らは焼畑における場合を除いて、一家屋に一家族が住んている場合が

多 く、共同生活を営なんでいる場合で も血縁関係である。これに反 して焼

畑の中に建て る家屋には、ほとんど 2..3家族が共同生活を営なんでお り、

血縁関係 ばか りでなく、 ツプノ部落の焼畑ではタグパ ヌア人 とも生活を共

に していた o

又住居以外 の建物では、 カラクアサン部落 にタガロ グ語を教えるための

建物が一棟 あるのみで、農耕具置場 としての小屋.祭 りや集会の時などに
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使用されるための公合、神社などの建物は一切見る事が出来なか ったoし

か し豚小屋は リプソ部落で、又鶏小屋は各部落で 見られたo豚小屋 といっ

て も丸太で四方を囲み、それに屋根を付けた ものであった。

Ⅲ 家の構造の概略

彼 らの家の構造は各部落の他部族との接触の度合によって多少異なって

はいるが基本的な構造は変 っていない。例えば一般には、柱の組み立ては

,タ ンと呼ばれる トウのような植物で組まれるのであるが、 リプノ部落で

は、 くぎを使用しているために、 敷 居が四角になっていて、床が板 張り

であった。これは、 この部落 にパ タク族の言語を調査 している外国人、及

ひ部落内にタグバヌア人が生活 している影響であると思われる。

家の組み方であるが、最初ペナメランとい う堅い本を四隅 :こ立て、 あと

家の大 きさにあわせて適当 !て その間 :て立てる。この間隔は一定であり、垂

直を計るために上か ら糸で重 |を下げている。そ して床は、竹を平 らi⊂ デll

った ものを、床の基礎 となる木にテタンで編む。それ故床は ←2鍬のすき

間が ある。

壁はバンガと呼ばれる、 ヤンの葉に似た野生の植物の葉を交互に編んだ

ものと、本の皮、竹を平 らに割 ったものをラタンで組み合せたものとがあ

り、各々の家によって材質は異なっている。

屋根 も又、バンガの業を交互に編んだものである。屋根の型は切 り妻 と

寄せ棟が半 々位である。

次に家の構造でもっとも一般的な例を図によって示す事 !′てする。
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切 り込みがある ハンガの屋根

壁

入日、階段

炉

O 階段は竹及び木を ラタンで
組んだ もの、 ′ヽシゴと同じ

Ⅱ
　
Ⅲ
　
Ⅳ

木の皮の

切み込み

竹

〔例〕スムロツドの家
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家の建築について

家を建てるのは原則的にはその家に住む者の仕事であるが、老人
の場合

にはその親せき、又は部落 の中の若者が老人のために家を建てる義務が
あ

る。上図の家はアワという老人の住家であるが、家を建てた
のは親せ きの

ヮ‐ 卜とい う若者である。そ して家を建てたか らとい って報酬は払 らわれ

ない。

次に上図の作 り方、及び期間を記す と、最初の一週間は家を建てるた
め

に必要な木材の切 り出 し、次の一週間はその本材を組み立て、 それか ら竹

を割 って床 を敷 き、屋根をふいて出来上 りである。この間約 3週間との事

であったo又家を建てる際の儀式が終ってか らの儀式は一切せず、部落長

の家といえども特別な習慣はない。

家の内外設 購
′

どの家にもある設備は炉である。この炉は床の上に平 らな石を重ねて作

って あり、家の内で も風上に置かれる。 これは、炊事のためばか りでなく、

夜寝る時の暖 とするための もので もあるのだそ うだo 次に照明としては、

アルマシガとい う本か らとった樹汁を固めて作 った ものを木の葉に包んで

燃 している。この団体は本の名前と同 じてアルマンガと呼ばれ、硫黄
のよ

うな燃え方をする。現在火の源は下の部落からマ ッチを買っていて、全て

マ ブチで火を起こしている。

家具 としての機能を有するものは
'プ
ソ部落 に一軒、竹で編んだカゴ

(コ オ リのようなもの )が あり、その中に衣類を入れている。その他の家

では柱に掛けたり、家の隅にまとめて置いてある。
1敷物はやは リツプソ部

落の村長の家に一枚 あって寝る時に使用していたo他の家では寝る時ぅ何

もつけず日中と同様の姿て横になる。枕に相当す るものもないo

タグナヤ部落の焼畑の中にある家に刈 夕取 った稲を集めて貯わえる場所

が 見られた。これはこの部落 I′Cも 一軒 しかな〈、最とも開 らけた ツプソ部

落に も見られなかった。 この稲を乾燥させるためにどの家に も炉
の上方に

ヽ
　

　

　

　

　

　

‥
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つ 夕棚
:が作 られてお り、又稲ばかりでなく衣類やその他のものも置いてい

る。

便所の機能としては ツプソ部落 に一つぁった。 これは地中に穴を堀 りそ

の上に本の板でかおい四方を木の皮の壁で囲みそれに屋根 をつけた小屋で

ある。この小屋は、 この部落へ言語の調査に来ていた人のためてあろ う。

原住民 (パ タク族 )は本の繁みを見つけそこに穴を堀 り棒を二本渡 してあ

る。 しか し、普通は適当な場所で用を足 している。

ツプソ部落の家は入 日の所にいたを置いて話 し合いが出来るようになっ

ている。

このよ うにして 見て くると他人 種 と接触の多い リブノ部落では他人種の

`持 っている知識 をと りいれて きている。他の部落ではまだまだ彼 らだけの

様式 を保 っているよ うに思える。
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Ⅵ 精 神 的 文 化

家族組識

我 々は雨期の米の刈入時に 彼等の部落を訪れたわけであり、雨期 におけ

る家族の生活は実際に見ることができたが、乾期のそれは家の所有者や戸

主 を開 く事によつて調べた。

雨期 と乾期ではその家族溝成 も家の機能も異つてお り、乾期には彼等は

比較的下流の川ぞいの平地に建てた家に住んでかり、家族は夫婦を中心 と

した核家族であり、雨期には、急斜面に作 られた焼畑のそばに家 を建て、

二 。三家族が共同で住む。 この場合乾期の部落は基礎集団であり、雨期の

それは労働 を中心 とした、飯場的な要素を持つ機能集団 とみて良いだろう。

雨期に何家族か共同生活をするというのは、食糧 を重視する結果、焼畑の

中に住む ようになり、焼畑に適 した斜面 を数家族に割当てる結果、一緒に

住むようになつたのだろう。この場合、焼畑の始まりから生産面で協同作

業 をする必要が生れ、そこから共同生活を行 う必要性が出てきたとも言え

るが、焼畑における共同作業は木を切 り、燃やす事だけであ _り 、一般の農

耕にかける灌漑用水や下革取 りなどの必要はここではないのでそれ′
.‐まど重

大なものとはなつていない。これは結合の要因にも表 われている。例えば

タグナヤ部落では焼畑の中に 4家族が 1つの家に住んでいるのであるがそ

の構成は下図のよう|′
Cな る。

△ バ ロン ガオ

△ :男 性

○ :女性

の所有者 パ

で

一‥‐―
■

oイ  ナ ウ

イ ング ラシ ア

||

△ キ リ ト

ア リリン△ サ カ リアス

∠ヽ 'ヾ ロ

い
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い る

は 言

主 と

能集

がつていないように思える。 ところがこの雨期の家は焼畑が変わるたびに
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このようなこうした場合の結合は血縁関係に重点が置かれている。また

リプソ部落でもタグナヤと同様に同じ斜面に焼畑を作りながらもす ぐそば

いつたん崩壊するものであり、 こうした血縁的な家族組織は嗜だ定着の段

階に達 していないと百えよ 1)。 一方乾期にはタグナヤ部落では、バロンガ

ォ夫婦、サカリアス夫婦、バロ夫婦、 キ リト共に各 自一戸づつ自分の家 を

持 ち、周 じ部落内てはあるが独立 して別 々に生活 している。この乾期雨期

の家族形態の相違は小規模な狩猟、採集生活の段階から、焼畑耕作への重

点・ )移行 と
′ヽヽうことで とらえ らわると思 う。 (し か し彼等の食糧生産が山

中の急斜 面を下|1用 L.て 行なわれる焼畑に依存する限 りでは、 この両者が一

方 に移行 して しま ,こ とはなt^で あろう。)パ タタ族における家族は、 日

本の封建時代のような家本位主義的な家族組織を取 らず、 より原始的な夫

婦を中心 とした自由な人間のつながクで結びついている。 これは血縁 とし

て〔)歴史的な結びつ きの弱さや、富、財産の未形成 ということによるのだ

ろうも家族や部 ,.島 内では、老人の力が強 く認められてお り、若者は老人の

望む事は何でも従 うとい うルールが一般的であ り、老人が一緒 に住む時は

家 を建てた り、食物 を分け与えたシ、労働 を手伝つたり、買物、伝達等す・

べて老人の言 う通 り従 うようである。夫婦においては妻の権利 も相当認め

られてお り、それは米 を腰布や ピーズ玉 と交換するとき、妻が自由に処分

で きることや、離婚の際、妻が子供 を養育 したいか、 した くないかによつ

て、 自由に子供 を引取つたり、男性側に育てさせたりする養育の権利、等

は妻 にあり、部落 における投票権 も平等に認め られている。姦通において

も女性は何 ら罰せ られることな く、 しば しば離婚結婚が くり返されている。
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タグナヤ部落ぞ
｀
サカリアズにかみたばこを渡したところ先に妻にやつてしま

く 二`1

い。 もう 1つ渡すと初めて 自分ζ始めた所などにも端的にあ らわれている

ように思えた。彼等に聞 〈と女性の数が少いことが女性の権利を拡大 して

いる理由だと言つている。実際数の上 では我々の訪門 した 4部落 では、女

性はい くらか少いのであるが、それが一時的な現象であるか、長期的なも

のなのか、また全体的な傾向なのかはつき夕しなヽ̂‐)部落間で斗争のある

場合、原始人の間では、男子の出生を喜び、女子の出生をあま夕喜ばず、

はなはだ しい場合は生れた子供が女子の場合は殺 して しまうこともあるそ

うだが、歴史に残 る範囲ては一件の殺人事件 もな く部落間の争い もない
パ

タク族の生活ではこれ も考え られないぅ土地の生産力の関係か ら、間引 き

の際に女子 を殺 して しまうのかとも考え られ るが、彼等は或 る木の根 を女

性 に飲ませる事で避堆を行つているそ うで間引 き|ま 確認できなかつた。野

生の物 を食べていてもそれほど食物に困るわけではない土地柄であるか ら、

む しろ死産や出生後の幼児の死亡率が高いことなどか ら人口増加は自然陶

汰によつて抒えられている面も強 t^も のと思われる。ちなみに人回は戦前

の資料とそ う変つていないほ うである。結局財産や富の蓄積が未発展のた

め、生産手段や労働力において男性の支配が確立 していないのではないか

と考え られる。彼等の間での血縁者の呼び名は■餞 (父 )ma(母 )ana

(子供)兄弟姉妹はすべて pOt01で あり、それに年上 とい う意味の

magOran年 下とい う意味のmangrdを つける。おい、めいは共に

kamanakanで あり、お じ、 おヽぼは pOgOtで ある。いとこ、はとこは共に

kaOtaran であり、祖父は bai祖母は apOで ある。赤ん坊の意味を表わ

す中性の言葉はな く、男子 Oyag女 子 nanaOと それぞれ表わ している。結

婚に関 しては、三身等までは結婚できないがそれ以外は許される。 しか し、

これ らは倫理的なものであり、具体的な罰則はない。結婚ゃ離婚が何度も

繰 り返されている状態であり、子供の血縁等はなん ら結婚の届出や記録が

ないのであるから、実際にたどるのはむづか しいようである。彼等はなん

・
〓

す
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,
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らかの形で皆血縁関係にあるのではなかろうか。ここで注目すべきは一部

にはいってきているカトリツクの影響である。フィリンピン全土でカトリ

ックの儀礼オヤ制を独得の双系的家族組織の拡大要因として機能 としてい

ることがみられるが一部のパタタ族はタリスチヤンとなり、この制度を取

入れて相互扶助の一助として、又家族関係の拡大に役立てている。カ トリ

ッタといつてもパクフ族のそれは教儀を理解 しているわけでもなく、年に

数回町にかりたとき教会にも立ち寄る程度のもののようだが、この場合儀

礼オヤは町で彼等より生活程度の高い者がなり、 gOd parentaは
C・

gOd゛hildの 食物や衣類の必要を満た し、子供は god parent の仕

事 を助ける。また gOd ParentS が gOd Childの 家の焼畑で取入れを手

伝 うと刈取つた米はすべて gOd parentの ものになる。
た

この点他の者が取入れを手伝つたとき夕会をもらえるのと異つている。こ

こでは子供の宗教教育を助けるという面はあまク重視されていないようで

ある。本来 pabrinO関係では、ahijadoと 呼ばれる受洗者と、儀礼オヤ

の宗教的 (霊的)関係なので、ahijadOが 死んだ場合、その関係は消滅す

るが現在では、例えばRitual parent が死んだ場合、彼の子供にその

co―parent foodは受けつがれてゆく、この点に関 しては他のフイリッピ

ンの地域にかけるそれと差異はないようである。社会の拡大と分化の原動

力となる生産力の増大、商品生産の浸透等がないままに新 しい外来文化に

直面せざるをえな〈なつた彼等がその代 りに霊的な関係を拡大、強化 し、

協同社会にかける家族制度の拡大につとめているものと考えられる。 しか

もここでは各種の機能集団の出現による。村落共同体の解体という事は何 _

ら出てこないで相互扶助的な拡大要因として取入れられているのが特徴的

である。

0 社会組織
パタタ族の社会組織は、その生活が単純なことや素朴な民族:性を反映し

■ヽ●
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て非常に単純なものとなつているが、また一面では、はなはだ合理的 なも

のである。彼等の集落は血縁 と地緑にもと
‐
fゞ く基礎集団が主であり、その

基本をなす ものはBarriO Captain(部 落長)を 中心とする Barrio

llle e t i ng(部 落の集会)そ して、医者 と巫子 を兼用 した WitChdOCtOr

(Ine dic in eman)さ らに警察権を司どる police manが ある。いずれ も男

性がなつている。BarriO Captain は 1名 であり、BarriO meCtingは

部落の成年男女か ら構成 されているが人数が少いときは結婚 した者は投票

権 を与え られる。Witch dOCtOrは 1名 であり時に見習いが 1名 つ く、

police manは 2～ 5名 である。BarriO Captain は BarriOの 長老 によ

つて選出される。年寄 夕は皆長老であるが年齢的にはつきりした基準はな

いようである。部落長の任期は 1～ 2年 であり、 しば しば再選される。部

落長の任務は、3arrio meetingを 主催 し、共同作業を決定する。焼畑の

取入れが終 クdrink feStが行なわれたあと 12月 頃に近隣各パタク族の

投票権 を持つ者が集 り、来年の焼畑 を各部単位で決定する。そして、 1月

頃までにさらに各部内の集会で不公平のないよう害」りふりするのである。

この際にはdrink feStは ない、 この 11む畑の決定の際 も部落長は何 ら強制

権はな く、意見の調整役、
‐
まとめ役 として働 く、他 に部落員を病気にかか

らないよう気を くばるのも彼の役 日である。3arriO Captain の権利は

部落員が BarriO meetingの 決定に従わないと、p01iCe nlanで ある村

の若者に命 してその者をつれてこさせ罰として部落の草刈 ンをや らせる。

Barrio meetinょ 」i不定期であり、取扱 う主 なものは焼畑の割 夕ふり、共

同作業 としての部落の草刈 り、水牛、野生のプタ等の動物がはい夕こまな

いようさくを作ること、部落員が家をたてようとしたとき全員でSappOnt

する相談などである。家 を建てようと欲 した者は、その旨BarriOcaptai n

の所に申 し出ると、集会で日取 りを決め、皆で一緒に作つてやるのである、

これ らの共同作業は何 ら報酬をともなわない。また部落長その他の仕事 も

一切報酬はなく、部落の共有になるような資金 もないようである(′ 互いの
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労働 によつて補完 しあつているわけである。前述 した如 く、彼等は焼畑
で

の看:の 取入れはその日食べる分程度 しか刈 りとつてこないので、 こ
こでは

いわゆる結関係に見 られるような共同作業はない、なにかの都合で、例え

ば病気、 出産、用事等で刈 り入れができない場合の相互の手助けはある
が

組織的 なものではな く、 この際の報酬はメ11シ 取つた稲の 1/5で ある。政治

構造、生産構造、労働構造の結びつきが分 ちがたいほど密接になつて
いる

ょうである。バ タク族は丈字を有 していないので文章と して残つているわ

けではないが歴史に残 る限 りでは殺人はなく、盗むもので一番 最たるもの

は女性である。事実、簡単 な家に住みほとん ど自給 自足の生活をしている

彼等の間では、盗む ものとてあまりないが、我々の滞在中も一件の盗難、

紛失 もなく、我 々が彼等の病気を治療 し
‐rや つたり、食事に招いた りする

と、取 りたての新米 を持つて礼に 〈るなど、 こうした面では非常にきちん

と した倫理感をもつて行動 してヽヽるようであシ、む しろ犯罪がな
いという

のは彼等の生活環境や民族性の問題ではなかろ うか。女性を盗むことは じ

ば しばあるようで五 。六回の結婚歴を持つ男女は少 〈ない。発覚すると男

は前の大が結婚するとき支払つた金の何倍かを支払つて女性を自分の妻 と

す ることができる.しか しこの問題は当事者間で解決 されて しまい、その

為の争レヽ も社会的な問題にまでは発展 しないようである。従つて警官

⑬oli cenia⇒ の役 目は もつぱ ら部落の共同作業である草刈 シや、さく作り

などをさぼる者をつかまえて きて、罰 として一 日か ら数週間部落の革刈 り

をや らせ ることである。常習者はやはり次第に期間が長 くなるのである。

彼等の政治組織 にかける罰則はこれが唯―の ものである。従つて犯人 もと

らえられても抵抗 しない し、 po lice rnenも 暴力をふるうわけではない。

宙 tCh dOCtOr は病人の病気の原因がわか らぬ場合に特殊な歌を唄いか

どクを踊つて eVil Spiritを 呼びだ し、その原因 と治療法をききだす こ

とができると信 じられている。drink festは 収穫が全部終つたときにあ

るだけだがこの際 も村中でSuppOrtし てちようどピクニ ックのようにかつ

・　
、
露
　
　
　
　
　
・

ご
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
●
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てきままに座 り、楽 しむわけでこうした祭 りにもBarrio Captainや

witch doctorな どの身分上の上下は表われていない。政治的な力、宗教 ・

的な力がまだ社会の構造上に充分反映 しておちずBarriO meetingに かい

てはBarriO Captainが 、 また病気に関 しては Witch dOctOrが と、

それぞれ持場は決つているが、土地所有の形態も地上権、耕作権だけであ

り、いわゆる Land側餞er的 な性質を持つ階層も発生 していないことから、

経済的ないし、宗教的な意味での階級、階層の分化はほとんど進んでいな .′

いと考えられる。彼等の協働の基盤として、性にもとづく自然的分業は、

例えば男性が狩猟や、焼畑作りの際のCutting,Burni ng等 、女性が料理

や刈入れというふうにできあがつているが、社会的分業の段階にはまだ到

達 していない。

0 通過儀ネL                         i

子供の出産に関しては、例えば産室などの特別な準備及びそれに関連 し

た
'信
仰、儀式等は全 く確認できなかつた。年令に応 じた神や年令に応 じた

儀式もないようである。子供の命名は生れた場所や状況に応 してなされる。

カトリックの場合名付親がありたいていその親のクリスチヤンネイムを受

けつぐ、従つてこの場合名前は二字になるがそうでない者は一字である。

〔結婚 〕彼等は男性で 15～ 16才女性で 12～ 16才で結婚する。プロボ

ーズは男性が女性にお くりものをすることでなされる6それを受取ると

承だくの意味を表わすのである。この場合男性は結婚したいと希望する

女性の両親に会い solgi dus という両家族のrne e tingを 持つ。結婚の

資格は金を払えるかどうかにかかつている。普通男性は女性の家に25

,

ヾ
～ 60

/ヽ

(2千 円から5千 円)支払 う。又、アルマシガという木のヤニを

取 るたりのぼ りの上手へたも問題 となる。又陶製のお皿 20枚位で代用

することもある。結婚式のようなものは一切なヽ両家族の ミーテイング

*48-
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が結婚式代 り́であろう。男性が希望 して両親の許可を得ると、女性の意

志に反 して も結婚 しなくてはならない。多 くの場合、夫婦は新 しく家を

建てて住む、 これには部落中で援助 して家を建ててやる。焼畑 も新 し〈

与え られるわけである。

〔離婚 〕離婚の原因 はさまざまであるが社会的な規制がな
いため非常に し

ば しば 〈夕かえされている。 ここにその典型的な例をひとつひこう。 タ

マンの息子であるメジヨールは 6年前アンパンを前夫か ら盗んだ、 これ

^。

(/

は奪20で話が決まり、新しい夫婦ができたわけである。メ
ジョールは現

在 26才 アンバンは 24才 である。

二人の間にはアルマン ドとい う一人の息子ができた。ところがティ
ン

バイが数年か前か ら秘かにアンバンに贈 り物を し、彼女 /う そヽれを受取つ

^。
ノヽ

たのでティンパイはメジョ,―
ルに多60を 支払い彼女と結婚 した。息子

は彼女の希望 により彼女が引取つた、 これは血縁が母方に よつて しか本

当にはたど夕得ないことに起因 していると思われる。 メジヨールは しか

たな くギタラと呼ぶ楽器を友人 と二人 で合そ うしなが ら山の中をあちこ

ちの部落をラブハン トして歩 き我々が リプソ部落 に滞在中、その部落で

10オ の女性を獲得 し、メllり 入れが終 ると結婚するという約束をして自

分の村へかえつていつた。 このようにむ しろ雑婚 とも思えるほ どしば し

ば結婚の相手が変つている。女性は離婚するたびにその値段が高 〈なり

従つて何度 も結婚 している女性ほど人気があり、かつまた高い評価 を得

ているわけである。 こうしたことからも女性はかなり自由なだけでな く

高い尊敬を払われる地位 じめている理 由もうなづけるのである。

〔葬

れ、

式 〕夫婦の内妻が死んだ場合、その日か次の日に大は布をかぶせ ら

目かくしされて、墓となる森や、山の中につれてゆかれる。一定の

墓地のようなものはない。森の中に穴 をほ 夕妻の死体 を一緒に行つた者

-49-
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が本の船型 |こ 〈りぬいたものや竹のかごにいれて安置する。そ
して彼等は

大を放置 したままにげだす。大は目か くしを取 り、妻に別れを
つげる。

1、 2時間するとにげた者の内、独身者だけが帰つてきて、土 をかぶせて

本をや ぐらの ょうにまわりに囲つて組む、動物に堀 りかえされたりしな
い

為の用心であろう。 この木はさ してお くと根がついて枝を伸 し
いつのまに

か森の他の部分 と変わ らなくなつてしまうのである。そ して部落にもど
る

のであるが部落につ くまでは妻帯者はこの大に姿を見せない。なぜならこ

の大に姿をみ られるとその見 られた者の妻 も又死んでしまうと彼等は信 じ

ているわけである。

部落に ,′暴つた夫は直ちに新 しい家に住み変え妻の死霊が帰つて 〈るのを

恐れているのである。新 しい家に住んでも夫は 1～ 2週間は川に行 くこと

ができなぃ。 1～ 2週間後川に行 くことができるようになるがさらに 4～

5週間す ざるまでは川 を渡ることができない。それ以後は普段 と同様 |て生

活するようになるのである。夫婦の内夫が死んだ場合今度は女性がその役

を行
'つ
けである。子供が死んだ場合 はこうした儀式はない。両親が死ん

だ場合、子供が結婚するまで場所を変えて近 くの親せ きと共に住むわけで

ある。彼等は死者の魂を恐れるが死者を崇拝 したり、死者 との Ritual

Relations等 は持たないようである。

0 宗教及び信仰

神はないが死んだ者の霊や森や岩の精霊に対する信仰はある。Evil Spirit

はパリタナンという木の精、 プララカオという岩の精、これは長い髪の女性

であり、夜、鳥のようにとびまわり、星のようにさらりと光るといわれる。

バリタナンは病気の霊であり地域にょつて、パリングーベンガヌン、デイ

アロンガネィ、タラーダラの別名で呼ばれることもある。原因のわからない

贅ヽ`

病気の時、witch dOctOr,デ ィワタという種類の歌をうたい、皆が踊 りを
つ

お どると病人が どんな病気で、いかに したらなわせるかとい移 ことを知 らせ

-50-
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■ て 〈れると信じている。 (音楽

。病気をなかす歌の項参照 )

またパニァーェンとい うのは悪霊の住んでいる大 きな木、岩
、草等があ

る場所であり、彼 らは近 よると死ぬと恐れて近 よらな
い。 ビナゴナンとい

うのは死人の霊魂であり、その中で もショ
ントというのは夜間、狩の時、

その呼び声をきくと途中で も、やめて逃げかぇって しまぅ
ほ ど、恐れてい

る霊魂である。

以上四種の霊魂を聞 くことができたが、それ らを祠
るような行事や

drink festも ない。 誰か病気になうた 時はその部落のWitch doctor

がその中心的役割を果す。焼畑耕作を しているが農業に関す
る神ない し霊

魂の存在は確認できなかつた。また年令 に応 じ
た神、霊魂、年令 |こ応 じた

義式 も確認できなかつた。キリス ト教徒となつて
いる一部の ものの F‐尋でャま

死者の崇拝があるが、大部分のもの ,■ 死者を恐れても崇拝
は しないようで

あつた。死者 との霊的関連 もないo彼 らの間での身分の上下電係は、

宙tch dOctOsの ことを別にす ると、宗教的な事柄にはよらない。

-5・ 1-
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0 音 楽

今回の調査では、音楽といつても、純音楽的な画 よりヽ 歌詞の内容や、

音楽に関係 ある風俗習慣 に、重点をおいた。調査 したのは四
バタク部落で、

テープシヨーダーに
.よ
る録音と、録音由に関する聞 き込み調査 を行つた。

これらの四部落は、いずれも似た環境にあり、また各部落間の交流 もさか

んなので、四部落にかける採録 曲は、ほとん ど同 じだつた。採録曲のうち

確実にバタク族 ものとみ られるものは、ほんの一部で、それ も最近作 られ

た ものであり、大半は彼 らと多 〈交流する タグバヌア族をとか して流入

したとみ られる他民族の音楽である。

バタク族は、病気をなかす歌 (デ イフタ)を 自分達の固有の ものだと主

張する。 これはあるいは本当か もしれない。 しか し、客観的にみると、や

はり疑間がある。その政拠はこのデイワタという言葉が、 もともとタグ
バ

ヌア族の神の名であるとしヽ うことと、スムロッド部落最長老のアフが、

「
パタク族 とタダバヌア族 とは同 じメロディーで歌つていた」 と言つたこ

との二つの点にある。 これだけでは判断出来なヽ^が、 ディフタが
バタク娘

固有のものである

それか ら歌は、主 として男性が うたい、女 '1■は うたつても、せいぜいパ

ックコーラスだけであつた。また男性の中でも若いものは、 よ〈歌をうた

うようだ。 これは独身女性が男性に比べると、かなり少いとい う特殊な社

会だか らか もしれない。

今回採録 したものを分類すると、次の ようになる。

ず

守  」

<曲 の内容による分類>

○病気を直す歌…………・…

⌒感情をあらわ した もの
∪
(恋愛に関 したもの)‐

¨

○子 守 歌  。一。………・

11曲

一̈・……・17曲

…………・ 1曲

二32-

で

．



○雨ごいの歌………………

○踊 りの伴奏……・………

<演奏形態による分類>

〇歌…………Ⅲ…………

o歌 と演奏 …̈…… …

〇演奏…………………・

<使用言語に よる分類 (歌 のみ)>

oバ タク語………………………・…

○タグバ ヌア語 ………・…… …・…

oコ ヨ ノ 語

個 々の曲について

① 曲名 (曲 名の意味 )

◎歌の場合の言語

イ 貨 rih
・ ・・ ・・・ ・ ・・  1 ′ヽ :コ

……・…… 7曲

…̈ ……・1曲

② 録部落名 ○演唱者 (年令) ④演奏形態

⑥ 楽器 ⑦歌の内容 ③その他

・1曲

・1曲

・・… 12曲

・―・11曲

・….14曲

採録 した曲は るア曲であるが、同 じ曲を別人が演奏 したもので、種類は i

31種類である。

<病気をなかす歌>

① ビアリブーダン

witch doctor

② スムロツド ◎アヮ (55)部 落の

Oパ タタ語

(不明)

④独唱

③歌の内容 病気の原因である悪霊に、病人をなかす為WitCh dOCtOr

(こ の場合アワのところへ来て、病名を話 してくれと呼びかけている

■

●
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① ビア リブーダン ②カラクアサン oプ トン

(26)コ ンセプシ 」ン (38 女 )1ア キラ

⑤パタク語   ①同 上

(25)フ ァリッノス

(15)(女 )④ 合 唱

)

①スキラン (

④演奏と独唱

)② スムロッド oテ ィンバイ (22)

⑤バタク語 ⑥ギタラ 0同 上

①スキラン ②スムロ ,卜
｀
③ティンパイと彼の妻アン

バン (26)

④演奏と合唱 ⑤バタク語 ③ ギタラ ⑦同上

①スキラン ②タグナヤ ③キリト (19)。 リカヤン (19)

アディリン (18)(女 )④ 合唱 ⑤パタク語 ⑦同上

① ダラーダラ

アデ ィリン

(病 気の霊の名) ②′グナヤ ◎キリト、

④合唱 ③パタク語 ○同上

リカヤ ン

マヨ (良 い歌 )

(26 女 ) ④合唱 ⑤バタク語 ⑦同止

③この曲はランゴガンで流行 したそうだ

①ディアロンガネン (病気の原因である霊の名前)

②スムロッド (Э ティンバイ、アン
バン、エミリアー 1

ボニ トゥン (17) ④合唱

② リプソ

○バタタ語

●
■
＾

③メジョール (26)

0同 上

-54常
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0タ ムアス (mOre)② スムロット・ ○アヮ ④独唱 〇バタク語

0原因のわかつている病気 (例 マラリア)を なかす ③歌詞はスムロッ

ドで作られた

<感情をあらわ したもの (主 として恋愛に関するもの)>

① リス トロマン (ギ タラの調弦と演奏)② スムロッド ③ティンバィ

④独奏 ⑥ギタラ ③何曲か弾 くとき、最初に弾 (曲

① キ リアタン (胃 痛に効 く苦い味のつる草) ②スムロァ ド

○ティンバイ ④独奏 ◎ ギメラ

①パバダクーパダク (施律) ②スムロッド ①ティンバイ ④独奏
◎ギタラ ○誇りを持つて歌 う歌

(Dデ ィダヨ (歌)② カラクアサン ③オ ドイ (40)カ ラクアサンの

(バ リオキャプテン)プ トン (25)④ 演奏と合唱 ③ タグパヌア語

⑥ ギンバル ⑦かれ らの愛す る少女をとりあう、二人の男が、互に彼女

を愛する理由を述べあう ③この歌はスムロッド、 リプノ、カラクアサン

の三部落で録音できた、流行 しているらしい

①ダラプン (歌)② リプソ ③ メジヨール (26)、 ポニ トゥン (17
(17) ④合唱 ○パタタ語 ⑦男は病気である、 しか し彼は少女に

恋 している、そ して彼は、 もし少女が彼の愛にこたえてくれるなら、ど

iⅢ■―●
=1.

■:|■ _
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①パタンタイル (不明)② カラクアサン ③プトン (25)フ ァリッ

クス (25)コ ンセプション (58 女 ) アキラ (15 女 )
合唱 ′ヾタク語 内容はピアリブータンと同 じ
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んなに高価でも彼女に se■villg nlachineを 買つてやろうと考える。

③メロディーはダグパヌア族から、歌詞はパタク語で作詞者はオ ドイ

①プンティアル (ギ メラ独奏)② リプノ Oワ ニ ト (62)

◎ギメラ ③ ワニト自身の作曲で四ケ月前に作つた。

① コンポーソ (不明) ② リプソ ③ ワニ ト、 メジ ョール ④合唱

⑤ コ ヨ ノ 語

「あなたがマオヨンに行つてしまうと私は、さびしくなつてしまう。 も

し私が行くのならすぐに帰つてくるのだが」と彼の恋人に話す。

① イノガ リ (古い曲)② スムロッド ○バシー リオ (39)

④独奏 ⑥ ギタラ ③ 1900年 頃からある曲だとい う。

①オイーマンーマン (百いあらそい)② スムロッド 〇ティンパィ

④独唱 ○タダバヌア語 〇彼は結婚 したい少女がみつかつたから彼女

の両親と会合を持 つoつ いては、彼女の両親の住むメナパクまで一緒に

行つてくれるようノヽ リオキャプテンに頼む。

① ピナーダク (米の一種) ②スムロンド ⑤ティンバイ ④独唱

○パタク語 ○女の子 と冗談をいいあ う ③ メロディーは昔か らあつた

寺
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④独奏

C)ア ヌングーアヌング (huttni ng)② スムロッド ③ティンバィ

④演奏と独唱 ⑤バタク語 (Dギ メラ ○私が河のほとりでバナナ栽培

している時、五ケ月間だけある男と暮 らして別 かれさせられた少女をみ

る。① 9才の時に自分で作曲したという

登

■



ご

が、歌詞は彼が作つた。

<子守歌>

① リバング (やす らぎ)

④独唱 ◎歌 といつて も、

②スム●ッド 0フ ランシスカ (40)

アーアーというだけで、言葉がない。

<雨 ごいの歌>

① バ リングーベ ンガ ヌン (霊の名前 )

Oパ タク語

<踊 夕の伴奏>

① タルク (踊 夕)② タグナヤ

③ ギンバル ⑤病気をなかす時、

②スムロッド ○アワ ④独唱

0キ リト (19)④ 独奏

皆で楽 しむ時に演奏される。

.ヽ

譜例

① ピアリブーダン ア ワ独 唱

以上のメロディーを不規則に数回繰 り返す。

―

ぽ

― ―

l

場蟻議《
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■■・ 1ヽ・

② パクンタイフレ男― プ トン 男三ニファリックス 女――コンセプシ ョン

男一

男

女一

I

譜例

○ディダヨ

ヽ

オ ドイ

$ Y ':tv

以上を繰 り返す (1と 2の 間は言葉の関係 で長 くなることもある)

■_1■・ ‐.:.=_
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■

④ タルク      次の四 リズムがあつた。

いずれ もギンパル使用

病気を直す歌について

この地域には医療施設がな 〈、そのうえ生活は不衛生極まりないので、

彼らには病気ケガが絶えない。 これ らの治療に関することが、生活上の大

きな問題 となるのは当然である。 しか し、お もな治療法はいまだに  _

Witch dOctOrの 歌と、それに合わせての踊つ である。録音 した曲の       |

1ス がこの種の曲であるの も理解で きる。                    
・

WitCh dOCtOrの歌 うのはその病気の原因がわか らない時で、彼は霊 を

呼びだ しその原因を聞 き出す。この場合に歌われる歌を総称 してデイワタ      .

という。だか らマラリヤのような、原因のわかつている病気の場合は、デ

ィワタではない歌が歌われるわけである。

ディワタは曲の内容によつてい くつかのグループにわけ られている。そ      |

-59-                                .・

.                                     
‐ ・ 1,

― .■ ■|

‐
・ .II

機
「
ヽ
澪
■



して、その中に又、個々の曲名がある_.

彼 らは、曲名を呼ぶ より、グループ名を呼ぶことの方が多いので、同 じ

名前で違つた曲という場合が時 々ある。

以上 を図示すると次の ようになる。

ディワタ

霊に関係ある

(原因不明の病気)

ス キ ラ ン

ピア リブーダ ン

ｒ
～
１
く
―
，
ヽ

′
‥
′
ヽ

１
ヽ
イ
ー
ヽ
ｆ
ｌ
ヽ

ダ ラ グ ラ

ヨ

病気をなかす歌

霊に関係ない      …・……夕●アス

(原因がわかつてし′、る病気)   :

本来 この種の歌は、誰かが病気になつた時 6`Dみ、Witch dOCtOrが 歌

うのであるが、現在では収穫祭のときに皆で歌 うこともあるとい う。

○ 踊 多

踊 夕はギンバルと呼ばれる打楽器 にあわせて床をふみならす単調なも

のだけで、病人 をなかす場合、収穫祭、会合に踊 られ る。

○ 風習

変つた ものとしては、親 と子は同 じ曲、歌を演奏 しないというのがあ

つた。親は子供 にある曲を教えたら、その曲はそれ以後 1絶 対に演奏 しな

いということだoこ れはスムロッド部落で、バシー リオ、 ティンパイ父

子からきいた。

O・地域              ・

以上の ような音楽は、パラフン島内でも東北部に多いとい う。図示す

ると次の ようになる。

「

・
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(斜線の範囲)― A

*言語

カ ラマ イ trl ?\;(

<3*Y

7" t* l^ / U y +.t

A―一一 マ ヨオ ン

プエル トプ リンセサ

(バ タク語 。タグバ スア語が話され る地域 )とほとんど一致 してい

か な 夕正 しい と思 う。

器≫

ギンパル (G imbal)

歌、演奏及び踊 りの伴奏に使 う打楽器。円筒形で片面にだけ獣皮 (猿

、 ド●カゲ皮、山羊皮、蛇皮等)を張 る。表皮の調節は可能である。手

はパチで奏でる。連絡用 |′て使われる

ともある。製作法はタグバヌア族

らきてお り、バタク族個有の もの

はない。

直径約 20"、 高さ約 25磁

○ギグラ (Guitara)

パタク族が現在最 も愛奏する撥絃楽器である。 スペイン トのギターを

模倣 したと考え られる。五弦で調弦法は次の ようにす る。
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第
五
弦

第
四
弦

第
二
弦

第
二
弦

第

一
弦

これは、五弦の音高が相対的に左図の ようにな

るということであり、 この調弦法はギターや、

ウクンンと似ている。弦はナイロンを使用 して

いるが以前は、女性頭髪だつたとい う。昔か ら

似た ような弦楽器があつたというが、疑間で

る 。

５
４
６
２
１
弦

の
番
皐

6でπ

4 Scn

65 cn
6.5ι′Z

〇アゴン (Agong)

スムロッド郡落のパ リオキ ャプテンの家で見たが、家宝 となつてか り

演奏には使用しないとのことだつた。 80年前にモロ′ク在からきたもの。

直径約 50備、高さ約 30“の壷状ゴング。

以上囲点の他、今回見ることはできなかつたが、連絡用、

長さ約 2れの節を抜いた竹筒の打楽器があるという。
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Ⅷ:パラフン島北東部にあるパタク部落におけるネズミ

第二次パラフン島探検に参加 して、約 20日 間、パラワン島 プエル トプリ

ンシサの北方、約 60動 の地点 にある海岸線の部落 と、 1飾か ら 6“ 勘ほど

山へ入つた所にある 4つ の部落、計 5つ の部落 でネズミの採集 を行つて来 ま

した。 目的は、山の中 を、本の実や植物の根、動物を採集 しなが ら放浪 して

いたネグ リト (現地ではパタッタと呼′」され る)現在は焼畑農業に移行 しつつ

あると言われていた。 (実際現地へ行つてきて、焼畑で米を作つている事が .

解かつた。 )こ のような自然の中に孤立 した部落で人間と関係のあるネズ ミ

を見つけ出し、その生態 を調べる手にうシました。そ して 16回、延ベワナ

姜支600クのフナかけによつて4頭のネズミ(Rattus rattuSの幼獣 2頭 とRuttas

lutevcntris subSp 2頭 )を 得ました。そ して、 この 2種類 のネズ ミは、

家蜃内には住 まず、人間の作つた米を食べている事が解か りま した。 しか し

毎 日々々ワナをかけてもネズミは取れず、個体数が少 ない為にワナにかか ら

ないのか、 エサか トラップが悪い為 なのか解からないままに、 20日間は過 ぎ、

巣や活動時間、他の事が らに関 してはほとん ど解か りませんてした。

しか し、その時の採集の情況を報告 します。標本の 1司定は京都大学の徳田

御稔先生にお願 νヽ しました。又出発までに、岸田久先生、神奈川博物館建設

準備委員会の小林峯先生 に 色々と御援助いただきました。他にも先輩、友

達等色々な方に御援助いただきま した。 ここで厚 くわ礼申 しあげます。

(2)採集地点

州都、 プエル トプリンシサか ら60れ北の海岸線にあるサンラファェロ

村 (′ グパヌア人が住み我 々のベースキャンプを置いた村)さ らにこの村

か ら6飾北 _に あるタラバナン川 とサンラファエロ村の南にあるパブヤン
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川 との間に、海岸線に平行 して、 1伽か ら6.6翫山へ入つた所に 4つ の部

落、 タグナヤ、 カラタアサン、スムロッド、 リプン (パ タク人が住む)が

あります。 この 5つの部落 で採集を行いま した。 バラワン島は熱帯雨林地

帯に入 り、時に再部と西海岸に発達 してお り ます。私達の歩いた、 この

5つ の部落附近でも、海岸線にわずかと、人間の手の入つた所 (焼畑等)

と川原以外は全て 20～ 60れ の大木におおわれた森林でした。 クレオパ

トラニー ドル山登山が中止 になつた為、 この 5つ の部落内 とその附近で採

集を行 ない、人間の手の全 く入 らない所では採集を行ないませんで した。

(3)調査方法

ステージを家屋内、部落内叉その附近のヤブ、焼畑、森林 と分けて採集

を行ない、活動時間については三度、昼間の ワナかけ、巣に関 しては観察

を行な う事にとどまりま した。 ワナは、小形のバチンコ式を使い、エサは

小麦紛に ピーナツとコンビーフをまぜて、ねつた も
｀
のを使いま した。 ワナ

のかけ方は、方形又は帯状 とい うように計画的には行なわず、森林内では

木の根本、焼畑内では、 イネ、 トウモイコンの根本 を中心にかけま した。

(→ 採集結果

ゝ
●

・

ス テ ー ジ 回 数 ワナ数 R・ r R・ ι

サ
ン
フ
弓″

エ
ロ

家  屋  内

部落附近のヤブ

6

1

25

8

0

0 0

畑 0 0

タ

ツ

ク

の

音[

落

部落附近のヤブ 105 0

竹   ヤ   ブ 1

11

5

655

40

0

焼 畑

森 林

2 2

2 0 0

計 26 571 2 2
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4頭のうちRattuS luteiVentriS SubS, 2頭 はスムロッド部落の焼

畑内で rattuSの 幼獣 2頭は、 リブソ部落の焼畑内で得たoそれぞれ雄雌

1頭づつて、 R。 1崚teiventriS SubSp の雌は乳腺が発達 してお り皮を、

は ぐと白い乳が出た。又子官には左 5、 右 4の 41開位の情円形の玉がつい

ていた。雄は精巣が発達 しており、外側から見ても尾の下に大ぎ〈飛び出

していた。ベー|ス キャンプで乾燥させて持ち返えるつもりではしてあつた。

胴体は、不注意から大に食われて し警い頭骨がなくなつてしまつたが、皮、

測
｀
定値等から徳田御稔先生にL.luteiventris subspと 同定 していただ 。

いた。 R.rattuSの 幼獣 2頭はアリにか じられ皮がボロボロになつていた

為乳頭は解からなかつたが乳腺:は発達 していなかつた。

かけたワナのうち 70%位 はアリの他に大きなコオロギにエサを取られ
る事が多かつた。他にもカエル、カニ、小鳥がかかつた事があつた。フナ

がはずれている事もにとんどなかつたが、サンラファエ首1村 で小学校の物

置きにかけたワナの一‐個には、はつぎ夕と歯の跡がついていた。次に測定

値を記しておく。

0 活動時間           .・
スムロッド部落の R.批 ,subspも の取れたと同じ焼畑内で一度 (ワ ナ数

20)と リプノ部落の焼畑内で一度 (ワ ナ数 50)の 計三度、昼間、採
集を行なつたが、かからなかつた。これだけからは何も解からないが、

現地の人間に聞〈と、時々昼間も見る事があるらしい。 i
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/61 6

′る:17

″118

″奮1 9

R.l.subsp

R.l ,su.usp

R. rattus

B. rattus

1590

1673

76.6

84.6

144.8

142.ア

84.7

108.5

1ス 8

1ス 1

24.3

23.5

194

2a6

12.31

10.8

10.1

2+0+2=8

1587 A

,74, 9

16多 δ

177 9

ｌ

ｒ

し



昏響ド1甘::呼零 1ヽ1

0)食  性

植物の名前 も解か らず、又、部落の附近に生活
しているとして も、巣

の場所や、活動範囲が解か らない為、食性全般
については解か らないが、

食べている事だけは確かである。 4頭の胃内容物を調
べてみると、

R・ 1・ SubSp・ ♀の は、米のデ ンプンがほとん ど全てて、 モミ穀が少量

と昆虫の羽、足が少量、 ゥジ虫が一匹入
っていたo

この ウジ虫は、長 さ 10勧ほどあり内容物は、すっか りな くな
つて皮

と頭だけになつて縮んでいたが、
一一匹まるのままである。ネズミはすり

っぶす ようにして食べるか ら、 この ウジ虫は、食
べた ものか、それとも

寄生虫か よく解か らない、 R.1.SubSpの ハには、全て米のデ
ンプンの

みであつた。 R.rattuSの 胃内には、 3の 方は、米のデンプンがほとん

どで、黒い土のょうなものが少量 と植物の根の切れは し
が少個入つてい

た。もの方は、米のデ
ンプンが1■ とんどで、モミガラが少量と植物の

′`
jミ

が数個、それに、白い石のカクラのような長さ6～ 4協ほどの個形物
が

5個位入つていたoこ のように 4頭 とも、米が大部分であるが、一年間

の うち数 ケ月は米のない時期がある。
パクタ人は、貯蔵する事を しない

から全 〈米はなくなる。その間は、他の物を食
べるわけで、米を食べる

事は確かであるが、 どの程度、米に依存 しているかは解か らない。 タク

ナ ャ の部落で、 トウモロコシが食べ られると聞 き、米の中にまば らに

はえている トウモロコンをみたが、確かに、大 きく、 ひき
さかれたよう

(′
て、穴があき、内の実が食べ られている。 しか し、畑には、

サルや リス

も出て来ていたか ら、ネズ ミが食べたのかどうかは′:準か らな
い。

卜←, 巣

巣は'一個も見つか らなかつたから、はつきりした事は何も解から
ない。

ただ、家屋の形態からして家の中には、巣を作つていないよう
である。

サンラファエロ村の小学校を除いて全て高床式で、 4本の柱と床と屋桟

(バ ンガというヤンに似た植物の葉でふいてある。)だけの簡単なもの

す
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べるという事であつた。その後、 リプソ部落へ行 つた時 に同 じ事 をベンに

再度瑚 〈と紙に種類 を書いて くれた。バメク語でネズ ミをブンゴと言い、

大 きな種類 を anrabing小 さな種類をmangO―gua,中 間に対 しては、 し

ば らく考えていたが何 も書かなかつた。 そヽ して、採集 した 4頭の うちの

R.1.subsp.の 方が aurabing｀で R.rattuSの 方が mangO―gue だと言

う。 R.rattus は幼獣だか ら成長すれば大 きくなるし、採集は出来 なか

つたが はっかネズ ヾの類 も ′ヽヽる可能性は十分ある。だか ら話 しを全て信用

するわけには、いかないが、 2種類か ら 6種類米 を食べ、人家にも入つて

〈るネ ズ ミが い るよ うであ る。 サ ン ファエ ロ村 で ネズ ミが 出るか らワナを

借 して 〈れと言われ借 したが取れなかつた し、 自分でもネズミの出ると言

う室にかけてみたがとれなかつた。バタクの焼畑は雑草 もひど〈ま じつて

=・67-



お り、 どの位動物に食われたか等の数量が解か らないか らか も知れないが、

とにか く、 ネズミにやられて、食料 (主食は米である。)危機になつたとい う

話 しは‐一度 も聞かなかつた。

(6)各部落での採集情況
/イ 、 ,に 、一_―‐.一っ―ヽ .¬ _,」 _
デ`t/聯 ′マ イプ工́‐u4ヽ
傷

「

海岸線にあり、音スムロッド部落のパタク人がこのあたりに住んでい

たと思われる。いつ頃か解か らないが、 タグバヌア人が来て今のサンラ

ファエロ村を作つた。、プエル トプリンシサより 1日 に 2贋 バスがかよつ

てか り、途中、同じような村や焼畑が続いて ′ヽヽる。家のまわりはパナナ

パパイヤ、ヤシ林があ夕所 々竹ヤブとなつている。少 し山へ入つた所に

い くつか焼畑があ りその後は、す ぐに森林である。ニフ トリがた くさん

放 し飼いになつてお り、 フナをかけづらかつた。小学校の物置 きの机や

イスがつみかさなつている下と、ネズ ミが出るとい う家の中、まわクの

ヤブ、少 しはなれた焼畑にかけてみたが、物置の 1つ のエサに歯の跡 /う 1

あつた他は、反応 なかつた。

(→  メグナヤ部落

タラバナン川 口そつて 6.6臨奥の急 な谷の斜面と沢ぞいの小さな平地に

ある。 メラバナンか ら部落までの途中は森林で人家はないが所々小 さな

畑があつた。沢ぞいの小 さな平地に小屋が 6～ 7戸建つてか り叉、所 々

野生の トマ ト (親指の頭位の大 きさの実がなつていた。)や ペ ッパーを

ま しえだヤブとなつていた。その外側はす ぐ森林である。 この平地か ら

5.分′′■ど登つた斜面に 5oれ 四方位の焼畑があリー軒の小屋が建つてい

たo集畑内には米の中にサ トウキビゃ トウモロコシが少 しまざつていた。

この焼畑内 とす ぐ横の竹ヤブと下の沢ぞいのヤプに 5回 ワナをかけたが、

全 々反応なかつた。

スムロッド部落                      .  .

サンラファエロ村か らす ぐ ll麟ほ ど山へ入うた所にある。タグナヤよ

夕)さ らに急 な斜 面にあ り、尾根上に 5戸の小屋 と下の沢ぞいに 2戸の小

tヽ

「 '

●
３
・
´
　
　
　
　
・
し
ヽ
す

(',
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屋がある。下の小屋には人は住んでお らず、又、離れた所に も焼畑があ

つて部落の′敬とんどの人間はそちらへ行つているらしかつた。この尾根

上 Q三戸の小屋のまわ りに小 さな焼畑が広がつていて、す ぐ森林 と接 し

ている。昼 li尋 もいれて 5回 ワナかけを行い、 2頭(R・ 1・ subsp)を得た。 1

頭は小屋か ら5れ位の焼畑の中であり他の 1頭は焼畑のはずれの森林に

接する所で得た。他は ワナのはずれているのが数 ケあつたのみで反応は

なく、やは

'ほ
とん どのエサはアリにやられていた。

0 リプノ部落                          
ざ

バプヤン川にそつて 1時間半ほど奥にあり戸数 も多 く家屋 も他の部落

に位べ複雑で一番開けた部落だつた。部落内と、川むこうの山の斜面に

ある焼畑 と、部落の後にある森林内 (焼畑の跡に出来た陽樹林 に接 した

20～ 60れの大木の森林)に昼間 1回 いれて 5回 ワナかけを行つた。

焼畑にある雨や どり小屋のわきで 1頭 とそこか ら50れ ほど離れた雨や

どり小屋のす ぐ下のイネの間で 1頭 と計 2頭の R・ rattuSを 得た。森林

内は薄暗 〈落葉が しかれてか り、所 々小さな竹や、 トゲのある木性シダ

の類、 とラメンのツルがか らみあつている仕:ほ とん ど下草はない。焼畑

に位ベア リに食べ られるのが滅 るかわ りに、 コオ ロギがよくかかつて お

り他にもカニ、 カエル、小鳥が一匹づっかかった。 1ケ、 フナがはずれ

ていた他反応はなかつた。

|' カラクアサン部落

他の部落 と同 じ〈、 タナパ ック川にそつて海岸 より 3K′廃ほど入つた所

にある。ここでは焼畑でワナかけする許可が得 られず、沢ぞいのヤプに

1回 のみ採集を行なつたが反応なかつた。
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